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277 ルーヴル美術館構想における奨励作品の複製版画計画

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
構
想
に
お
け
る
奨
励
作
品
の
複
製
版
画
計
画

田　

中　
　

佳

は
じ
め
に

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
ア
ン
シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
美
術
行
政
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
計
画
を
検
討
し
て
き
た
。
特
に
計

画
中
の
美
術
館
で
の
展
示
を
目
的
と
し
て
注
文
制
作
さ
れ
た
奨
励
作
品
に
注
目
し
て
、
主
題
の
内
容
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
、
同
時
代
の
思
想
・

文
化
状
況
と
の
関
連
、
奨
励
作
品
が
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
た
際
の
批
評
と
注
文
の
関
係
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
分
析
を
行
っ
た
）
1
（

。

本
稿
で
は
新
た
に
、
奨
励
作
品
の
複
製
の
制
作
、
と
り
わ
け
版
画
に
関
す
る
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
で
、
美
術
行
政
当
局
の
奨
励

作
品
、
ひ
い
て
は
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
計
画
そ
の
も
の
に
対
す
る
姿
勢
を
、
同
時
代
の
社
会
的
・
文
化
的
状
況
と
の
関
連
の
中
で
探
っ
て
い
き

た
い
。

奨
励
制
作
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
拙
稿
に
お
い
て
も
言
及
し
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
全
体
を
対
象
と
し
た
も
の

は
存
在
せ
ず
、
多
く
が
奨
励
作
品
の
一
部
を
取
り
上
げ
て
個
別
に
問
題
を
設
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
複
製
に
着
目
し
た
研
究
は
、
管

見
の
限
り
皆
無
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
複
製
」
に
は
、
絵
画
を
基
に
制
作
さ
れ
た
タ
ピ
ス
リ
ー
と
彫
刻
を
基
に
し
た
小
像
、
絵
画
を
基
に

し
た
版
画
の
三
種
類
が
あ
る
。
ま
ず
タ
ピ
ス
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
一
六
〇
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
ゴ
ブ
ラ
ン
で
製
作
さ
れ
た
タ
ピ
ス
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リ
ー
の
記
録
の
中
に
、
奨
励
作
品
を
下
絵
と
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
資
料
で
あ
る
）
2
（

。
小
像
に
つ
い
て
は
、

セ
ー
ヴ
ル
と
ウ
ェ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
で
製
作
さ
れ
た
作
品
群
の
研
究
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
に
留
ま
り
）
3
（

、
版
画
に
関
し
て
は
、
奨
励
作
品
の
一

つ
で
あ
る
ブ
ル
ネ
（B

R
E

N
E

T, N
icolas G

uy; 1743

―1811

）
の
《
デ
ュ
・
ゲ
ク
ラ
ン
の
死
》（
一
七
七
七
年
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵
）
の

版
画
化
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
論
文
が
あ
る
の
み
で
あ
る
）
4
（

。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
主
に
パ
リ
国
立
古
文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
王
室
建
造
物
局
関
係
の
手
稿
史
料
に
あ
た
り
、
奨
励
作
品
の
複
製
を
め
ぐ
っ
て
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
な
事
実

関
係
を
掘
り
起
こ
す
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
。

複
製
版
画
は
奨
励
制
作
の
う
ち
で
も
最
も
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
し
か
し
、
定
期
刊
行
物
や
出
版
物
に
よ
る
サ
ロ
ン

批
評
の
増
大
、
サ
ロ
ン
来
場
者
の
増
加
と
公
衆
の
台
頭
な
ど
、
当
時
の
美
術
界
の
状
況
を
鑑
み
る
な
ら
ば
、「
流
通
」
に
関
わ
る
作
品
の
複

製
を
ど
の
よ
う
に
用
い
、
ま
た
制
御
す
る
か
は
、
美
術
行
政
当
局
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
最

終
的
に
は
、
王
権
お
よ
び
美
術
行
政
と
、
鑑
賞
者
あ
る
い
は
公
衆
と
の
関
係
を
問
う
問
題
に
繋
が
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
そ

の
足
が
か
り
と
し
て
、
奨
励
作
品
の
複
製
版
画
化
計
画
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

一
、
十
八
世
紀
の
版
画
制
作

か
つ
て
デ
ュ
ー
ラ
ー
（D

Ü
R

E
R

, A
lbrecht; 1471

―1528

）
や
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
（R

E
M

B
R

A
N

D
T, H

arm
enszoon van R

ijn; 1606

―

1669

）
は
、
絵
画
と
同
じ
ほ
ど
に
版
画
に
情
熱
を
注
ぎ
、
自
ら
木
版
や
銅
板
を
彫
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
版
画
作
品
を
多
数
生
み
出
し
た
。
一

方
で
、
巨
匠
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
画
作
品
を
複
製
し
普
及
さ
せ
る
こ
と
も
、
版
画
が
担
っ
た
も
う
一
つ
の
重
要
な
役
割
で
あ
っ
た
。
巨
匠
た

ち
の
絵
画
作
品
に
基
づ
く
複
製
版
画
は
、
第
一
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
品
に
直
接
触
れ
る
機
会
の
な
い
美
術
家
た
ち
に
と
っ
て
最
良
の
教
材
と
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279 ルーヴル美術館構想における奨励作品の複製版画計画

な
っ
た
。
ま
た
実
際
に
絵
筆
を
執
る
美
術
家
の
み
な
ら
ず
、
愛
好
家
や
理
論
家
た
ち
が
古
今
の
絵
画
作
品
に
つ
い
て
知
悉
す
る
た
め
に
も
、

版
画
は
不
可
欠
な
手
段
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
版
画
は
、
美
術
を
実
践
し
学
ぶ
者
で
あ
れ
ば
誰
し
も
親
し
む
べ
き
媒
体
と
な
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
ロ
ジ
ェ
・
ド
・
ピ
ー
ル
（PILE

S, R
oger de; 1635

―1709

）
は
十
七
世
紀
末
に
、
著
書
『
画
家
列
伝
』
の
中
で
版
画
の
有
用
性
を

次
の
六
点
に
纏
め
た
。
第
一
に
模
倣
に
よ
っ
て
眼
を
喜
ば
せ
る
こ
と
、
第
二
に
物
事
を
素
早
く
伝
え
、
教
化
す
る
こ
と
、
第
三
に
記
憶
を
再

生
さ
せ
る
こ
と
、
第
四
に
居
な
が
ら
に
し
て
作
品
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
第
五
に
複
数
の
作
品
を
簡
単
に
比
較
で
き
る
こ
と
、
そ

し
て
第
六
に
、「
優
れ
た
も
の
に
対
す
る
趣
味
を
養
い
、
少
な
く
と
も
オ
ネ
ッ
ト
・
オ
ム
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
美
術
の
知
識
を
授
け
て

く
れ
る
」
と
し
て
い
る
）
5
（

。

版
画
は
愛
好
家
た
ち
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
対
象
と
な
っ
て
い
く
が
、
十
八
世
紀
に
入
る
と
出
版
物
の
一
部
を
構
成
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
な
る
浸
透
を
見
せ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
独
立
し
た
作
品
と
し
て
収
集
・
保
存
さ
れ
て
い
た
版
画
が
纏
め
ら
れ
、
解
説
な
ど
の
テ
ク

ス
ト
が
付
さ
れ
て
「
美
術
書
」
と
い
え
る
ジ
ャ
ン
ル
が
誕
生
す
る
）
6
（

。
そ
の
最
も
早
い
試
み
は
、
一
七
一
〇
年
刊
の
、
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮

殿
の
装
飾
の
た
め
に
ル
ー
ベ
ン
ス
が
手
が
け
た
「
マ
リ
ー
・
ド
・
メ
デ
ィ
シ
ス
の
生
涯
」
連
作
の
複
製
版
画
集
で
あ
る
）
7
（

。
続
い
て
登
場
す
る

の
が
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
出
身
の
銀
行
家
で
美
術
愛
好
家
・
収
集
家
と
し
て
有
名
な
ピ
エ
ー
ル
・
ク
ロ
ザ
（C

R
O

ZA
T, Pierre; 1665

―1740

）

の
主
導
に
よ
る
『
ク
ロ
ザ
集
成
』
と
呼
ば
れ
る
版
画
集
成
で
あ
る
）
8
（

。
こ
れ
は
も
と
も
と
、
ク
ロ
ザ
と
親
交
の
深
か
っ
た
摂
政
オ
ル
レ
ア
ン

公
（O

R
LÉ

A
N

S, Philippe duc d ’; 1674

―1723

）
に
よ
る
発
案
で
、
国
王
や
パ
リ
の
大
収
集
家
た
ち
が
所
蔵
し
て
い
た
絵
画
作
品
と
摂
政

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
優
れ
た
作
品
を
選
ん
で
版
画
化
し
、
イ
タ
リ
ア
・
北
方
・
フ
ラ
ン
ス
の
各
流
派
に
分
類
し
た
上
で
、
各
画
家
の

伝
記
や
作
品
解
説
も
加
え
て
全
八
巻
に
纏
め
る
と
い
う
壮
大
な
構
想
で
あ
っ
た
）
9
（

。
こ
の
版
画
集
に
は
三
十
数
名
の
版
画
家
が
協
力
し
、
古
今

の
美
術
に
通
暁
し
て
い
た
版
画
家
・
版
画
商
の
マ
リ
エ
ッ
ト
（M

A
R

IE
T

T
E

, Pierre-Jean; 1694

―1774

）
が
画
家
の
生
涯
と
作
品
解
説
の

執
筆
を
担
当
し
た
。
最
終
的
に
当
初
の
計
画
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
の
、
こ
の
『
ク
ロ
ザ
集
成
』
は
、
後
に
複
製
版
画
を
制
作
す

る
版
画
家
た
ち
が
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
参
照
す
る
基
本
的
な
版
画
集
と
な
り
、
愛
好
家
た
ち
の
間
で
も
大
変
な
支
持
を
得
た
。
以
後
、
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ヴ
ァ
ト
ー
（W

A
T

T
E

A
U

, A
ntoine; 1684

―1721

）
の
全
作
品
集
で
あ
る
『
ジ
ュ
リ
エ
ン
ヌ
集
成
』（
一
七
二
六
―
三
五
年
）
10
（

）
の
ほ
か
、
個

人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
絵
画
を
版
画
化
し
た
も
の
と
し
て
、
シ
ョ
ワ
ズ
ー
ル
公
爵
（C

H
O

ISE
U

L, É
tienne-François, duc de; 1719

―1785

）

や
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
プ
ラ
ン
（PO

U
LLIN

, A
ntoine; ?

―1780

）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
集
）
11
（

、
ま
た
画
商
ル
・
ブ
ラ
ン
（LE

 B
R

U
N

, Jean-

B
aptiste-Pierre; 1748

―1813

）
に
よ
る
フ
ラ
ン
ド
ル
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ド
イ
ツ
絵
画
集
が
編
纂
さ
れ
る
な
ど
）
12
（

、
版
画
集
刊
行
の
流
れ
は
十
八

世
紀
を
通
じ
て
衰
え
る
こ
と
は
な
か
っ
た
）
13
（

。

他
方
、
独
立
し
た
複
製
版
画
の
需
要
も
高
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
時
代
に
特
に
人
気
を
誇
っ
た
の
は
、
神
話
画
と
静
物
画
、
そ
し
て
風
俗
画

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
絵
画
と
し
て
は
多
く
求
め
ら
れ
て
い
た
肖
像
画
は
、
版
画
家
と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー
に
入
会
す
る
際
に
は
必
須
の

ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
が
、
収
集
家
た
ち
の
関
心
は
さ
ほ
ど
高
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
物
語
画
の
中
の
歴
史
と
宗
教
の
主
題
、
そ
し
て

風
景
画
の
版
画
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
に
は
か
な
り
低
迷
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
14
（

。

神
話
画
を
除
く
物
語
画
に
関
し
て
は
、
そ
も
そ
も
同
時
代
の
絵
画
で
も
制
作
が
減
少
し
、
人
気
も
衰
え
て
い
た
た
め
、
複
製
版
画
が
こ
れ

と
比
例
し
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
い
く
つ
か
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
存
在
し
た
。
第
一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
王
宮

や
城
館
の
装
飾
を
構
成
し
て
い
た
連
作
の
版
画
化
で
あ
る
。
先
に
言
及
し
た
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
の
ル
ー
ベ
ン
ス
の
連
作
を
は
じ
め
と
し

て
、
一
七
五
二
年
に
は
パ
レ
＝
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
「
ア
エ
ネ
イ
ア
ス
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
版
画
化
さ
れ
、
一
七
五
三
年
に
は
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮

「
鏡
の
間
」
の
版
画
化
を
マ
ッ
セ
（M

A
SSÉ

, Jean-B
aptiste; 1687

―1767

）
が
試
み
て
い
る
。

ま
た
、
十
八
世
紀
前
半
に
開
催
さ
れ
た
物
語
画
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
も
版
画
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
一
七
二
七
年
の
王
室
建
造
物
局
総

監
ダ
ン
タ
ン
公
（A

N
T

IN
, Louis A

ntoine de Pardaillan de G
ondrin, duc d ’; 1665

―1736

）
に
よ
る
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
得
た
三
点
の

絵
画
が
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
（LE

 VA
SSE

U
R

, Jean-C
harles; 1734

―1816

）
に
よ
っ
て
版
刻
さ
れ
、
一
七
六
九
年
の
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ

た
）
15
（

。
ま
た
こ
れ
に
倣
っ
て
ル
ノ
ル
マ
ン
・
ド
・
ト
ゥ
ル
ヌ
エ
ム
（LE

N
O

R
M

A
N

D
 D

E
 T

O
U

R
N

E
H

E
M

, C
harles-François-Paul; 1684

―1751

）
が
開
催
し
た
一
七
四
七
年
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
出
品
作
品
は
、
十
二
点
の
う
ち
四
点
が
版
画
化
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
二
点
は
ラ
ン
プ
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ル
ー
ル
（LE

M
PE

R
E

U
R

, Louis Sim
on; 1728

―1807

）
が
手
が
け
て
一
七
六
五
年
の
サ
ロ
ン
に
出
品
し
）
16
（

、
残
り
の
二
点
は
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー

ル
が
版
刻
し
て
一
七
七
三
年
の
サ
ロ
ン
に
出
品
し
た
）
17
（

。

王
立
絵
画
彫
刻
ア
カ
デ
ミ
ー
の
入
会
作
品
の
版
画
化
計
画
も
浮
上
す
る
）
18
（

。
む
ろ
ん
入
会
作
品
は
必
ず
し
も
物
語
画
と
は
限
ら
な
い
が
、
物

語
画
を
多
く
含
む
作
品
群
と
し
て
注
目
す
る
に
値
す
る
。
こ
の
件
が
検
討
さ
れ
た
一
七
六
二
年
四
月
二
十
四
日
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
例
会
で

は
、
書
記
が
入
会
作
品
を
版
画
に
し
た
も
の
を
数
点
示
し
、
入
会
作
品
に
よ
る
版
画
は
ア
カ
デ
ミ
ー
と
フ
ラ
ン
ス
派
に
と
っ
て
有
益
で
名
誉

あ
る
作
品
群
と
な
る
、
と
主
張
し
た
と
こ
ろ
、
出
席
し
た
会
員
た
ち
が
同
意
を
示
し
た
と
い
う
）
19
（

。

ま
た
風
景
画
に
関
し
て
は
、
ル
イ
十
五
世
の
下
で
王
室
建
造
物
局
総
監
を
務
め
た
マ
リ
ニ
ー
侯
爵
（M

A
R

IG
N

Y, A
bel-François 

Poisson de Vandières, m
arquis de; 1727

―1781

）
が
一
七
五
三
年
に
ヴ
ェ
ル
ネ
（V

E
R

N
E

T, C
laude-Joseph; 1714

―1789

）
に
注
文

し
た
「
フ
ラ
ン
ス
の
港
」
連
作
を
版
画
化
す
る
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
ヴ
ェ
ル
ネ
の
連
作
は
、
ル
イ
十
五
世
期
に
行
わ
れ

た
王
室
か
ら
の
注
文
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
。
当
初
は
、
地
中
海
に
面
し
た
フ
ラ
ン
ス
各
地
の
港
の
風
景
を
八
点
と
大
西
洋

側
の
風
景
を
十
二
点
の
合
計
二
十
点
の
注
文
が
計
画
さ
れ
て
い
た
が
、
予
算
の
制
限
に
よ
り
、
最
終
的
に
は
十
五
点
に
減
ら
さ
れ
た
。
制
作

さ
れ
た
絵
画
は
一
七
五
五
年
か
ら
六
五
年
に
か
け
て
の
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。

こ
の
よ
う
に
十
八
世
紀
の
パ
リ
で
は
複
製
版
画
が
活
況
を
見
せ
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
版
画
作
品
も
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
や
カ
ロ
（C

A
LLO

T, Jacques; 1592

―1635
）
に
よ
る
前
世
紀
の
版
画
、
そ
し
て
ホ
ガ
ー
ス
（H

O
G

A
R

T
H

, W
illiam

; 

1697

―1764

）
や
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
（PIR

A
N

E
SI, G

iovanni B
attista; 1720

―1778

）
に
よ
る
同
時
代
の
外
国
の
版
画
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら

な
か
っ
た
。

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
美
術
館
計
画
や
奨
励
作
品
に
関
す
る
研
究
の
中
で
、
版
画
制
作
と
の
関
連
に
言
及
し
た
も
の
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。
だ
が
、
複
製
版
画
の
制
作
が
こ
れ
ほ
ど
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
た
中
で
、
当
時
の
王
室
建
造
物
局
が
版
画
に
対
し
て
何

の
動
き
を
見
せ
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
版
画
に
興
味
が
な
か
っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
が
）
21
（

、
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
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背
景
を
鑑
み
れ
ば
、
こ
の
問
題
は
版
画
に
対
す
る
個
人
的
な
興
味
の
有
無
で
簡
単
に
片
付
け
ら
れ
る
と
も
思
え
な
い
。
事
実
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ

は
、
版
画
家
ベ
ル
ヴ
ィ
ッ
ク
（B

E
R

V
IC

, C
harles-C

lém
ent B

A
LVAY, dit Jean G

uillaum
e; 1756

―1822

）
の
才
能
に
注
目
し
、
ル
ー

ヴ
ル
宮
内
に
住
居
を
与
え
て
重
用
し
た
と
い
う
話
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
）
22
（

。
以
下
で
は
、
奨
励
作
品
を
含
む
美
術
館
展
示
予
定
作
品
の
版
画
化

の
問
題
を
中
心
と
し
て
、
王
室
建
造
物
局
が
版
画
と
い
う
手
段
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
い
、
美
術
館
計
画
と
の
関
連
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
た
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

二
、
美
術
館
展
示
予
定
作
品
の
版
画
化

王
室
建
造
物
局
の
一
次
史
料
に
あ
た
っ
て
い
く
と
、
実
際
に
は
、
美
術
館
で
の
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
た
絵
画
を
版
画
化
す
る
提
案
は
、

奨
励
作
品
を
含
め
て
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
下
で
幾
度
と
な
く
持
ち
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
ず
一
七
七
五
年
の
冬
に
は
、
王
立
図

書
館
付
き
の
版
画
家
の
フ
ェ
サ
ー
ル（FE

SSA
R

D
, É

tienne; 1714

―1777

）が
、ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
や
宮
内
卿
マ
ル
ゼ
ル
ブ（M

A
LE

SH
E

R
B

E
S, 

G
uillaum

e-C
hrétien de Lam

oignon de; 1721

―1794
）
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
）
23
（

、
今
日
、
版
画
の
ジ
ャ
ン
ル
は
衰
退
の
途
に
あ
る
と
嘆

き
、
こ
れ
を
食
い
止
め
る
た
め
の
版
画
振
興
策
を
提
案
し
て
い
る
。
フ
ェ
サ
ー
ル
は
コ
レ
ッ
ジ
ョ
（C

O
R

R
E

G
G

IO
, A

ntonio A
llegri, dit; 

1489

―1534

）
や
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
（T

IZIA
N

O
, Vecellio; c.1490

―1576

）
な
ど
の
過
去
の
巨
匠
た
ち
の
手
に
な
る
物
語
画
や
）
24
（

、
パ
リ
の

捨
て
子
養
育
院
の
た
め
に
ナ
ト
ワ
ー
ル
（N

A
T

O
IR

E
, C

harles-Joseph; 1700

―1777

）
が
描
い
た
絵
画
十
五
点
な
ど
を
版
刻
し
た
実
績
を

持
っ
て
い
た
）
25
（

。
彼
は
以
前
よ
り
、
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
絵
画
を
版
画
化
し
た
い
旨
を
度
々
表
明
し
て
い
た
。
当
時
マ
リ
ニ
ー
は
、
彼
の
要

求
を
拒
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、
あ
ま
り
の
執
拗
さ
に
折
れ
、
一
七
五
六
年
頃
に
版
画
化
の
許
可
を
与
え
る
方
向
に
転
換
し
た
と
い
う
。
こ

の
件
に
つ
い
て
、
マ
リ
ニ
ー
の
厚
い
信
頼
を
得
て
、
彼
の
右
腕
と
し
て
美
術
行
政
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
版
画
家
コ
シ
ャ
ン
（C

O
C

H
IN

, 
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C
harles-N

icolas, le fils; 1715

―1790

）
は
、
フ
ェ
サ
ー
ル
の
計
画
は
称
賛
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
許
可
を
与
え
る
こ
と
に
は
反
対

し
な
い
が
、
計
画
の
規
模
を
縮
小
さ
せ
る
よ
う
助
言
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
最
初
に
少
数
の
絵
画
を
版
画
化
さ
せ
、
こ
れ
が
十
分
に
満

足
の
い
く
出
来
栄
え
で
あ
れ
ば
新
た
な
注
文
を
与
え
る
と
い
う
方
法
を
採
る
べ
き
で
あ
り
、
フ
ェ
サ
ー
ル
た
だ
一
人
に
特
権
を
与
え
る
の

は
好
ま
し
く
な
く
、
他
の
能
力
あ
る
版
画
家
た
ち
に
も
登
用
の
余
地
を
残
し
て
お
く
の
が
よ
い
と
し
て
い
る
）
26
（

。
実
の
と
こ
ろ
コ
シ
ャ
ン
は
、

フ
ェ
サ
ー
ル
の
版
画
家
と
し
て
の
技
術
を
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
マ
リ
ニ
ー
は
コ
シ
ャ
ン
の
助
言
を
受
け
入
れ
た

が
、
計
画
縮
小
の
埋
め
合
わ
せ
と
し
て
、
自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
絵
画
数
点
の
版
画
化
を
フ
ェ
サ
ー
ル
に
依
頼
し
た
）
27
（

。
最
終
的

に
一
七
五
七
年
の
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
』
紙
上
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
版
画
化
の
計
画
に
よ
る
と
、
王
の
絵
画
五
十
点
の
版
刻

が
一
七
五
七
年
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
最
初
に
着
手
す
る
作
品
と
し
て
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
た
ル
ー
ベ
ン

ス
（R

U
B

E
N

S, Peter Paul; 1577
―1640
）
や
プ
ッ
サ
ン
（PO

U
SSIN

, N
icolas; 1594

―1665

）
の
作
品
な
ど
四
点
が
挙
が
っ
て
い
る
）
28
（

。

こ
の
よ
う
に
行
政
側
に
対
し
て
強
気
の
主
張
を
崩
さ
な
か
っ
た
フ
ェ
サ
ー
ル
が
、
新
し
い
王
室
建
造
物
局
総
監
が
就
任
す
る
や
、
他
の
美

術
家
に
先
駆
け
て
権
力
に
取
り
入
ろ
う
と
し
た
と
し
て
も
驚
く
に
は
当
た
ら
な
い
。
彼
は
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
奨
励
制
作
や
美
術
館
創
設
の

計
画
を
念
頭
に
置
き
、
前
述
の
よ
う
に
低
迷
し
て
い
る
版
画
の
復
興
を
図
る
と
い
う
名
目
で
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
と
マ
ル
ゼ
ル
ブ
に
次
の
よ
う

な
「
対
策
」
を
提
案
し
て
い
る
。
第
一
に
、
四
人
の
版
画
家
に
そ
れ
ぞ
れ
一
点
ず
つ
絵
画
を
版
刻
さ
せ
、
合
計
で
一
万
リ
ー
ヴ
ル
の
報
酬
と

と
も
に
終
身
の
年
金
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
心
を
掻
き
立
て
る
こ
と
。
第
二
に
、
若
い
版
画
家
の
う
ち
か
ら
四
人
を
選
び
、
ロ
ー
マ

賞
大
賞
に
類
似
す
る
賞
を
与
え
、
絵
画
と
彫
刻
の
選
抜
生
学
校
に
倣
っ
て
、
ロ
ー
マ
で
勉
強
す
る
た
め
に
必
要
な
教
育
を
パ
リ
で
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
才
能
は
あ
る
が
経
済
的
な
理
由
で
美
術
教
育
に
恵
ま
れ
な
い
十
二
歳
の
子
ど
も
四
人
を
対
象
に
教
育
の
援

助
を
行
い
、
十
六
―
十
八
歳
ま
で
基
礎
的
な
絵
画
の
技
法
を
教
え
、
そ
の
後
、
版
画
の
技
術
を
伝
達
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
版
画
化
し
た

絵
画
に
解
説
を
つ
け
る
た
め
に
文
人
や
そ
の
他
の
専
門
家
に
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
。
第
五
に
、
か
の
偉
大
な
コ
ル
ベ
ー
ル
（C

O
LB

E
R

T, 

Jean-B
aptiste; 1619

―1683

）
さ
え
も
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
版
画
化
を
決
断
し
、
第
六
に
、
王
の
絵
画
蒐
集
室
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と
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
王
宮
の
絵
画
を
版
画
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
隠
さ
れ
た
至
宝
を
広
く
知
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
）
29
（

。
同
様
の
内
容
の
手

紙
を
受
け
取
っ
た
宮
内
卿
マ
ル
ゼ
ル
ブ
は
、
こ
れ
を
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
転
送
し
て
判
断
を
仰
ぐ
が
）
30
（

、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
こ
の
フ
ェ
サ
ー
ル
の

提
案
を
、
財
源
不
足
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
る
と
い
う
理
由
で
、
即
刻
反
故
に
し
て
い
る
）
31
（

。
だ
が
こ
の
問
題
は
こ
こ
で
は
終
わ
ら

な
か
っ
た
よ
う
だ
。
年
が
明
け
て
か
ら
も
フ
ェ
サ
ー
ル
は
王
の
絵
画
蒐
集
室
の
絵
画
を
版
刻
す
る
大
計
画
を
諦
め
な
か
っ
た
よ
う
で
、
す
で

に
作
業
に
取
り
掛
か
っ
て
い
る
旨
を
さ
ま
ざ
ま
な
覚
書
の
中
で
喧
伝
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
フ
ェ
サ
ー

ル
に
は
そ
の
よ
う
な
仕
事
が
課
せ
ら
れ
た
わ
け
で
も
、
版
刻
の
許
可
が
与
え
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
こ
の
事
態
を
重
く
見
た
ダ
ン
ジ

ヴ
ィ
レ
は
、
今
度
は
財
務
総
監
チ
ュ
ル
ゴ
（T

U
R

G
O

T, A
nne-R

obert-Jacques; 1727

―1781

）
に
宛
て
た
手
紙
で
、
フ
ェ
サ
ー
ル
は
版
画

化
す
る
た
め
の
絵
画
は
一
点
た
り
と
も
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
彼
が
企
て
た
の
は
「
夢
の
よ
う
な
計
画
」
で
あ
り
、
住
居
と
年
金
を
取
得
す

る
た
め
の
手
段
と
考
え
て
い
る
に
違
い
な
い
と
怒
り
を
露
わ
に
す
る
）
32
（

。
こ
の
問
題
の
続
報
を
伝
え
て
く
れ
る
史
料
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
最
終
的
に
こ
の
計
画
は
実
現
せ
ず
、
フ
ェ
サ
ー
ル
は
翌
一
七
七
七
年
に
他
界
す
る
。

ま
た
、
奨
励
作
品
の
複
製
と
は
異
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
史
の
出
来
事
を
版
画
化
す
る
と
い
う
計
画
も
存
在
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
版

画
家
ル
・
バ
（LE

 B
A

S, Jacques-Philippe; 1707
―1783

）
が
担
当
し
て
い
た
よ
う
で
、
フ
ラ
ン
ス
史
上
の
主
な
出
来
事
を
二
百
枚
の
版

画
に
表
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
来
事
に
つ
い
て
リ
ュ
エ
ロ
ン
（LU

E
R

LO
N

）
が
解
説
を
付
け
る
と
い
う
構
想
だ
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
計
画
の

詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
筆
者
が
参
照
し
た
数
少
な
い
手
紙
に
よ
る
と
、
ル
・
バ
は
し
ば
ら
く
前
か
ら
す
で
に
こ
の
計
画
に
取
り
組
ん
で

い
た
よ
う
だ
が
、
前
述
の
「
フ
ラ
ン
ス
の
港
」
シ
リ
ー
ズ
や
「
中
国
の
皇
帝
」
シ
リ
ー
ズ
の
注
文
が
入
っ
た
た
め
に
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
た
。
だ
が
こ
れ
ら
の
制
作
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
フ
ラ
ン
ス
史
の
シ
リ
ー
ズ
を
再
開
さ
せ
た
い
と
い
う
希
望
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
刊
行
に
際
し
て
版
画
に
国
王
へ
の
献
辞
を
入
れ
た
い
旨
、
ま
た
予
約
を
願
い
た
い
旨
を
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
伝
え
て
い
る
）
33
（

。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ

レ
の
返
事
に
よ
る
と
、
王
は
こ
の
版
画
集
へ
の
献
辞
は
望
ん
で
い
な
い
が
、
一
定
数
の
予
約
は
行
う
と
し
て
お
り
、
ル
・
バ
の
計
画
を
奨
励

し
て
い
る
）
34
（

。
結
局
、
王
は
三
百
部
の
予
約
を
約
束
す
る
と
と
も
に
、
一
枚
十
リ
ー
ヴ
ル
と
い
う
一
般
向
け
の
価
格
で
は
な
く
、
一
枚
あ
た
り
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二
十
四
リ
ー
ヴ
ル
を
支
払
う
よ
う
財
務
総
監
に
命
じ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
を
受
け
て
ル
・
バ
は
、
趣
意
書
を
作
成
し
て
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
最
終

的
な
許
可
を
求
め
て
い
る
）
35
（

。
本
計
画
の
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
史
料
的
な
跡
付
け
が
で
き
な
い
も
の
の
、
ル
・
バ
は
一
七
七
九
年
と

一
七
八
一
年
の
サ
ロ
ン
に
、
モ
ロ
ー
（M

O
R

E
A

U
, Jean-M

ichel, le jeune; 1741

―1814

）
の
素
描
に
基
づ
く
「
フ
ラ
ン
ス
史
上
の
人
物

た
ち
」
と
い
う
版
画
シ
リ
ー
ズ
を
出
品
し
て
い
る
）
36
（

。
本
シ
リ
ー
ズ
は
予
約
購
入
の
形
が
採
ら
れ
、
十
八
枚
ず
つ
六
回
に
わ
た
っ
て
頒
布
さ
れ

た
と
い
う
か
ら
、
二
百
枚
と
い
う
当
初
の
計
画
は
半
ば
ま
で
実
現
し
た
こ
と
に
な
る
。

美
術
館
の
展
示
予
定
作
品
の
版
画
化
に
関
す
る
提
案
の
う
ち
で
当
局
側
が
最
も
期
待
を
寄
せ
た
の
は
、
コ
シ
ャ
ン
が
ピ
エ
ー
ル
に
提
示
し

た
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
。
こ
の
提
案
は
具
体
的
な
内
容
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
も
の
で
は
な
い
が
、
奨
励
制
作
で
注
文
さ
れ
た
全
て
の
絵
画
の
版

画
化
を
コ
シ
ャ
ン
が
一
括
し
て
引
き
受
け
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
よ
う
だ
。
ピ
エ
ー
ル
に
よ
り
計
画
を
伝
え
ら
れ
た
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
そ

の
着
想
を
称
賛
し
、「
全
体
と
し
て
あ
ま
り
に
無
視
さ
れ
て
き
た
物
語
版
画
の
復
興
に
寄
与
」
し
、「
芸
術
に
と
っ
て
も
公
衆
に
と
っ
て
も

大
い
に
資
す
る
」
と
し
て
こ
の
計
画
を
承
認
す
る
）
37
（

。
同
時
に
、
奨
励
制
作
の
絵
画
を
管
理
し
て
い
た
王
立
ゴ
ブ
ラ
ン
製
作
所
監
督
官
の
ベ

ル
（B

E
LLE

, C
lém

ent Louis M
arie A

nne; 1722
―1806

）
に
対
し
て
、
コ
シ
ャ
ン
が
必
要
と
し
た
場
合
に
は
奨
励
制
作
の
絵
画
を
預
り

証
と
引
き
換
え
に
貸
し
出
す
よ
う
命
じ
て
い
る
）
38
（

。
コ
シ
ャ
ン
は
こ
れ
ま
で
数
々
の
巨
匠
た
ち
の
複
製
版
画
を
作
成
し
、
ヴ
ェ
ル
ネ
の
「
フ
ラ

ン
ス
の
港
」
シ
リ
ー
ズ
な
ど
、
王
室
の
注
文
に
よ
る
作
品
の
複
製
に
も
携
わ
る
な
ど
、
十
分
な
実
績
を
持
っ
た
版
画
家
で
あ
っ
た
。
ダ
ン
ジ

ヴ
ィ
レ
の
下
で
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
評
定
官
、
お
よ
び
書
記
と
修
史
官
の
役
職
に
あ
り
、
国
王
の
素
描
管
理
官
を
任
さ
れ
る
な
ど
）
39
（

、
版
画
家

と
し
て
第
一
人
者
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
一
七
四
四
年
か
ら
パ
リ
高
等
法
院
長
エ
ノ
ー
（H

É
N

A
U

LT, C
harles-Jean-

François; 1685

―1770

）
が
刊
行
し
た
『
新
フ
ラ
ン
ス
年
代
記
』
の
挿
絵
版
画
も
担
当
し
て
お
り
）
40
（

、
フ
ラ
ン
ス
史
の
主
題
を
含
む
奨
励
作
品

の
複
製
を
任
せ
る
と
す
れ
ば
、
当
時
、
最
も
適
材
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
が
許
可
を
与
え
る
の
も
当
然
で
あ
っ
た
。

一
七
八
三
年
に
は
、
今
度
は
版
画
家
の
ネ
（N

É
E

, François D
enis; 1732

―1817
）
が
、
美
術
館
に
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
王
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
絵
画
を
版
画
化
す
る
計
画
を
提
案
す
る
。
ネ
は
コ
シ
ャ
ン
の
計
画
を
知
っ
た
上
で
、
コ
シ
ャ
ン
と
の
共
同
作
業
で
こ
の
計
画
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を
遂
行
し
よ
う
と
考
え
た
。
彼
は
一
七
七
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
挿
絵
版
画
入
り

カ
タ
ロ
グ
を
引
き
合
い
に
出
し
）
41
（

、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
で
は
版
画
が
あ
ま
り
に
小
さ
い
た
め
に
個
々
の
画
家
の
技
法
の
差
異
な
ど
が
全
く
分
か
ら

な
い
と
述
べ
る
。
こ
の
た
め
奨
励
作
品
の
複
製
版
画
に
つ
い
て
は
、
大
き
さ
は
四
つ
折
版
と
し
、
一
点
の
絵
画
に
半
ペ
ー
ジ
ま
た
は
一
ペ
ー

ジ
を
割
き
、
大
画
面
の
作
品
に
つ
い
て
は
二
ペ
ー
ジ
分
を
充
て
る
と
具
体
的
な
構
想
を
明
示
し
た
上
で
、
そ
の
例
と
し
て
、
コ
シ
ャ
ン
が
下

絵
を
担
当
し
た
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
館
（
現
フ
ラ
ン
ス
国
立
銀
行
本
部
）
の
絵
画
の
複
製
版
画
を
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
へ
の
手
紙
に
同
封
す
る
と
い
う

入
念
ぶ
り
で
あ
っ
た
。
ネ
は
提
案
の
中
で
、
こ
の
計
画
は
「
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
」
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
を
知
ら
し
め
、「
全
て
の
愛

好
家
に
と
っ
て
興
味
深
い
」
も
の
で
あ
り
、
ま
だ
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
と
っ
て
も
「
好
ま
し
い
も
の
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
述
べ
る

な
ど
、
こ
の
計
画
の
有
用
性
を
信
じ
て
疑
わ
ず
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
も
問
題
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
様
子
が
窺

え
る
）
42
（

。
だ
が
ネ
の
意
に
反
し
て
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
こ
れ
を
承
諾
し
な
か
っ
た
）
43
（

。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
こ
こ
で
「
王
の
絵
画
蒐
集
室
の
主
な
絵
画
は

貸
し
出
さ
な
い
こ
と
に
し
て
い
る
」
と
い
う
理
由
を
持
ち
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
先
の
コ
シ
ャ
ン
へ
の
許
可
と
矛
盾
す
る
。
ダ

ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
こ
の
時
点
で
は
奨
励
作
品
の
複
製
版
画
の
制
作
を
コ
シ
ャ
ン
一
人
に
任
せ
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実

際
、
こ
の
ネ
へ
の
返
事
を
書
く
際
に
は
、
一
七
七
八
年
の
コ
シ
ャ
ン
の
提
案
へ
の
返
事
の
写
し
が
参
照
さ
れ
た
よ
う
で
、
そ
の
余
白
に
は
、

秘
書
モ
ン
チ
ュ
ク
ラ
（M

O
N

T
U

C
LA

）
の
も
の
と
思
わ
れ
る
メ
モ
が
あ
り
、
ネ
の
提
案
が
コ
シ
ャ
ン
の
そ
れ
と
全
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な

い
と
記
さ
れ
て
い
る
）
44
（

。
ま
た
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
美
術
館
が
開
館
し
た
際
に
は
、
展
示
物
で
あ
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
広
く
知
ら
し
め

る
た
め
の
構
想
を
纏
め
る
だ
ろ
う
と
も
書
い
て
い
る
が
）
45
（

、
こ
の
文
脈
で
は
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
本
当
に
そ
の
よ
う
な
心
積
も
り
が
あ
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
単
に
ネ
の
提
案
を
撥
ね
付
け
る
た
め
の
口
実
で
あ
っ
た
の
か
、
判
断
が
つ
か
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は

ネ
が
持
ち
か
け
て
き
た
版
画
化
計
画
に
は
全
く
食
指
が
動
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
ネ
は
な
お
も
諦
め
ず
、
複
製
版
画
の
た
め
の

下
絵
を
制
作
す
る
際
に
は
、
原
画
を
借
り
る
の
で
は
な
く
、
原
画
が
置
か
れ
て
い
る
そ
の
場
所
で
、
原
画
に
一
切
触
れ
る
こ
と
な
く
行
う
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つ
も
り
で
あ
り
、
先
の
手
紙
に
同
封
し
た
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
館

の
版
画
も
同
じ
方
法
を
採
用
し
て
い
る
と
主
張
し
て
ダ
ン
ジ

ヴ
ィ
レ
の
許
可
を
懇
願
す
る
）
46
（

。
だ
が
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
翻
意

を
促
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

三
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
問
題

一
七
八
三
年
の
サ
ロ
ン
に
は
奨
励
作
品
を
基
に
し
た
版
画

が
初
め
て
出
品
さ
れ
た
。
主
題
は
《
デ
ュ
・
ゲ
ク
ラ
ン
元

帥
の
死
》
で
あ
り
【
図
1
】）47
（

、
原
画
は
第
一
回
の
奨
励
制
作

で
ブ
ル
ネ
が
制
作
し
て
一
七
七
七
年
の
サ
ロ
ン
に
出
品
し
た

も
の
で
あ
る
【
図
2
】）48
（

。
縦
長
の
ブ
ル
ネ
の
画
面
は
横
長
に

変
え
ら
れ
、
原
画
の
下
端
に
入
っ
て
い
る
地
面
の
部
分
は
切

り
取
ら
れ
て
い
る
。
画
面
が
横
に
引
き
伸
ば
さ
れ
た
分
、
ブ

ル
ネ
が
画
中
に
描
か
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
な
要
素
が
補
わ

れ
て
い
る
。
元
帥
が
横
た
わ
る
寝
台
の
頭
、
そ
の
す
ぐ
右
手

で
元
帥
を
見
守
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
顔
を
覆
っ
て
悲
し
み

を
露
わ
に
す
る
兵
士
と
そ
の
傍
ら
に
腰
掛
け
る
仲
間
。
画

図1：	アンリケズ《デュ・ゲクラン元帥の死》（ブルネ原画），1783年，
	 エッチング・紙（下部未完），フランス国立図書館版画室（Photo：筆者撮影）
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面
左
手
の
寝
台
の
足
元
に
は
、
生
前
の
元
帥
の

勇
敢
さ
に
敬
意
を
表
し
て
無
数
に
訪
れ
た
と

さ
れ
る
、
死
を
弔
う
敵
方
の
兵
士
た
ち
。
背

景
に
描
か
れ
た
シ
ャ
ト
ー
ヌ
フ
＝
ド
＝
ラ
ン
ド

ン
の
城
は
、
完
全
な
城
砦
の
姿
を
呈
し
て
い

る
。
こ
の
版
画
は
エ
ッ
チ
ン
グ
の
み
に
よ
る
も

の
で
、
全
体
と
し
て
陰
影
は
ほ
と
ん
ど
付
け
ら

れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
や
持
ち
物
の

輪
郭
は
曖
昧
で
、
画
面
と
し
て
の
ま
と
ま
り
に

欠
け
る
印
象
を
与
え
る
。
サ
ロ
ン
に
展
示
さ
れ

た
こ
の
作
品
は
公
衆
の
目
に
ど
の
よ
う
に
映
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。
通
常
、
版
画
に
つ
い
て
は
批

図2：	ブルネ《デュ・ゲクラン元帥の死》1777年，
	 ルーヴル美術館（Photo：筆者撮影）

評
の
中
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
そ
の
評
判
を
探
る
こ
と
は
難
し
い
。
唯
一
こ
の
版
画
に
言
及
し
た
バ
シ
ョ
ー
モ
ン

（B
A

C
H

A
U

M
O

N
T, Louis Petit de; 1690

―1771

）
の
批
評
で
は
、「
画
家
の
絵
筆
が
あ
ま
り
に
味
気
な
く
し
て
し
ま
っ
た
部
分
を
正
し
、

絵
画
で
は
い
く
ら
か
不
十
分
だ
っ
た
柔
ら
か
な
調
子
を
あ
ら
ゆ
る
人
物
に
加
え
た
」
と
高
い
評
価
が
与
え
ら
れ
て
い
る
）
49
（

。

こ
れ
を
版
刻
し
た
の
は
、
ロ
シ
ア
の
皇
帝
付
版
画
家
で
サ
ン
ク
ト
＝
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
、
パ
リ
の
王
立
絵
画
彫
刻
ア

カ
デ
ミ
ー
で
は
準
会
員
で
あ
っ
た
ア
ン
リ
ケ
ズ
（H

E
N

R
IQ

U
E

Z, B
enoît-Louis; 1732

―1806

）
で
あ
る
。
彼
は
翌
一
七
八
四
年
に
、
版

画
の
衰
退
を
嘆
き
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
史
の
歴
史
画
九
点
を
版
画
化
す
る
提
案
を
出
し
て
い
る
。
ア
ン
リ
ケ
ズ
に
よ
れ
ば
、
今

日
、
版
画
の
ジ
ャ
ン
ル
で
公
衆
を
喜
ば
せ
て
い
る
の
は
「
雅
び
な
主
題
」
だ
が
、
公
衆
も
フ
ラ
ン
ス
の
徳
の
高
い
将
軍
や
行
政
官
を
表
し
た
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画
面
に
無
関
心
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
史
上
の
偉
人
は
版
画
復
興
の
た
め
に
残
さ
れ
た
主
題
で
あ
り
、
絵
画
や
彫
刻
へ
の
奨
励
と

同
様
の
保
護
を
版
画
に
も
求
め
た
い
、
と
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
迫
る
。
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
予
約
購
入
者
を
募
っ
て
、
先
に
版
刻
し
た
《
デ
ュ
・
ゲ

ク
ラ
ン
元
帥
の
死
》
を
第
一
回
目
の
頒
布
作
品
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
残
り
の
八
枚
は
、
六
カ
月
ご
と
に
二
枚
ず
つ
四
回
に
分
け
て
配

布
す
る
。
予
約
金
は
七
十
二
リ
ー
ヴ
ル
と
し
、
初
回
配
布
時
に
二
十
四
リ
ー
ヴ
ル
を
、
以
後
十
二
リ
ー
ヴ
ル
ず
つ
を
徴
収
す
る
、
と
具
体
的

な
構
想
ま
で
示
さ
れ
て
い
る
）
50
（

。

こ
の
提
案
に
対
し
て
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
満
更
で
も
な
い
態
度
を
示
し
て
い
る
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
こ
の
手
紙
を
ピ
エ
ー
ル
に
転
送
し
、

「
き
わ
め
て
称
賛
す
べ
き
、
奨
励
に
値
す
る
」
一
件
で
あ
る
と
述
べ
る
。
だ
が
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
考
え
に
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
特
に

何
を
基
に
し
て
ど
の
よ
う
な
手
段
で
歴
史
画
と
偉
人
像
を
版
画
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
が
分
か
ら
ず
、
こ
の
点
に
つ
い
て
本
人
に
詳
細

を
尋
ね
、
同
時
に
ピ
エ
ー
ル
の
考
え
も
聞
き
た
い
と
し
て
い
る
）
51
（

。
ブ
ル
ネ
の
《
デ
ュ
・
ゲ
ク
ラ
ン
の
死
》
を
版
刻
し
た
と
い
う
こ
と
か
ら
あ

る
程
度
推
測
は
で
き
る
も
の
の
、
た
し
か
に
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
版
画
化
す
る
対
象
が
奨
励
作
品
で
あ
る
か
ど
う
か
を
実
際
に
は
明
記
し
て
お
ら

ず
、
彼
が
制
作
す
る
も
の
が
複
製
版
画
か
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
版
画
か
と
い
う
こ
と
も
示
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
手
紙
に
対
す
る
ピ
エ
ー
ル
の
直
接
の
返
事
は
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
手
紙
か
ら
半
年
余
り
た
っ
た
十
月
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、

ア
ン
リ
ケ
ズ
の
提
案
に
許
可
を
与
え
る
場
合
に
一
番
問
題
と
な
る
の
は
、
原
画
の
貸
し
出
し
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
）
52
（

。
そ
れ
か
ら
二
カ
月
後

に
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
史
の
絵
画
を
版
画
化
す
る
際
に
ア
ン
リ
ケ
ズ
が
ゴ
ブ
ラ
ン
へ
出
向
い
て
作
業
を
行

う
こ
と
、
す
な
わ
ち
原
画
を
貸
し
出
さ
ず
、
保
管
場
所
か
ら
移
動
さ
せ
な
い
こ
と
を
条
件
と
す
れ
ば
、
版
画
化
の
許
可
を
与
え
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
同
時
に
、
ピ
エ
ー
ル
は
こ
の
手
紙
の
中
で
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
に
は
敵
が
多
く
、
彼
が
日
頃
か
ら
嫉
妬
に

悩
ま
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
と
と
も
に
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
が
ま
だ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
準
会
員
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
）
53
（

、
た
と
え

こ
の
版
画
化
計
画
に
取
り
組
む
と
し
て
も
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
入
会
作
品
の
制
作
を
疎
か
に
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
伝
え
る
べ
き
だ
と
し
て

い
る
）
54
（

。
そ
の
後
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
ま
た
は
モ
ン
チ
ュ
ク
ラ
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
メ
モ
に
は
、「
ピ
エ
ー
ル
氏
は
、
絵
画
が
﹇
保
管
さ
れ
て
い
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る
﹈
ゴ
ブ
ラ
ン
製
作
所
か
ら
移
動
さ
れ
な
け
れ
ば
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
要
請
に
許
可
を
与
え
る
の
に
何
の
不
都
合
も
な
い
と
考
え
て
い
る
」
と

あ
る
）
55
（

。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
も
こ
れ
に
呼
応
し
て
、「
絵
画
が
決
し
て
移
動
さ
れ
な
い
と
い
う
条
件
で
、
こ
の
計
画
を
承
諾
す
る
」
と
ピ
エ
ー
ル

に
書
き
送
っ
て
い
る
）
56
（

。
そ
し
て
同
時
期
に
記
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
う
一
つ
の
メ
モ
で
は
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
に
版
刻
さ
せ
る
フ
ラ
ン
ス
史
の
主

題
を
「
公
衆
の
一
致
し
た
支
持
を
喚
起
す
る
た
め
に
」
指
定
す
る
と
さ
れ
、
一
七
八
三
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
史
を
主
題
と
す
る

奨
励
作
品
八
点
の
う
ち
、
す
で
に
ア
ン
リ
ケ
ズ
が
版
刻
を
終
え
た
《
デ
ュ
・
ゲ
ク
ラ
ン
元
帥
の
死
》
と
一
七
八
三
年
の
サ
ロ
ン
に
出
品
さ

れ
た
《
ア
ン
リ
四
世
と
シ
ュ
リ
ー
》
を
除
く
六
点
の
絵
画
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
）
57
（

。
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
一
七
八
三
年
の
サ
ロ
ン
出
品
作
品
を
基
に

し
て
、《
デ
ュ
・
ゲ
ク
ラ
ン
元
帥
の
死
》
を
主
題
と
す
る
版
画
を
一
七
八
四
年
十
二
月
十
八
日
に
完
成
さ
せ
て
販
売
し
て
い
た
よ
う
だ
【
図

3
】）58
（

。
こ
ち
ら
も
や
は
り
横
長
の
画
面
だ
が
、
前
作
と
は
違
っ
て
下
端
に
地
面
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
画
面
全
体
に
奥
行
き
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ビ
ュ
ラ
ン
を
用
い
た
細
か
な
陰
影
が
施
さ
れ
て
画
面
が
ぐ
っ
と
引
き
締
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
こ
の

頃
、
一
七
八
一
年
の
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
た
メ
ナ
ジ
ョ
の
《
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
死
》
に
基
づ
く
版
画
も
制
作
し
て
い
た
よ
う

で
あ
る
）
59
（

。
一
七
八
五
年
の
年
明
け
に
は
、
ピ
エ
ー
ル
は
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
版
画
化
計
画
の
趣
意
書
の
素
案
ま
で
作
っ
て
い
た
よ
う
で
）
60
（

、
ダ
ン
ジ

ヴ
ィ
レ
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て
い
る
）
61
（

。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
直
後
に
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
趣
意
書
に
対
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
た
ち
が
猛
反
発
し
た
の
で
あ
る
。
版
刻
の
権
利

は
規
約
に
よ
っ
て
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
限
ら
れ
、
原
画
の
作
者
が
生
存
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
原
作

者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
に
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
同
意
を
得
た
場
合
の
み
彫
る
こ
と
が
で
き
る
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
た
し
か

に
ブ
ル
ネ
や
メ
ナ
ジ
ョ
と
い
っ
た
原
画
の
作
者
た
ち
に
版
画
化
の
許
可
を
求
め
た
よ
う
だ
が
、
原
作
者
た
ち
が
こ
れ
を
了
承
し
な
か
っ
た
旨

を
次
々
に
証
言
し
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
が
許
可
な
く
計
画
を
企
て
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ど
う
や
ら
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
ア
ン
リ
ケ
ズ

が
す
で
に
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
け
る
議
論
を
経
て
、
原
作
者
の
了
解
を
得
た
上
で
版
画
化
の
許
可
を
求
め
た
と
誤
解
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

た
の
で
あ
る
）
62
（

。
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実
際
に
は
、
問
題
は
よ
り
複
雑
だ
っ
た
。
た
し

か
に
ア
カ
デ
ミ
ー
内
の
規
定
で
は
、
版
刻
に
原
作

者
の
許
可
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
制

作
さ
れ
た
奨
励
作
品
は
王
家
が
所
有
す
る
も
の
で

あ
り
、
王
室
の
作
品
に
関
し
て
は
王
室
建
造
物
局

総
監
で
あ
る
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
許
可
が
必
要
と
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
今
回
の
問
題
で
は
、
ダ
ン

ジ
ヴ
ィ
レ
の
許
可
と
原
作
者
の
許
可
の
い
ず
れ
を

先
に
取
る
べ
き
か
は
っ
き
り
と
し
な
い
と
こ
ろ
が

あ
り
、
一
概
に
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
強
引
さ
や
ダ
ン
ジ

ヴ
ィ
レ
の
誤
解
が
責
め
ら
れ
る
べ
き
と
は
い
い
が

た
い
。
反
発
し
た
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
た
ち
も
こ
の

点
は
よ
く
理
解
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で
も

な
お
自
分
た
ち
の
規
約
の
遵
守
に
こ
だ
わ
っ
た
の

に
は
、
ど
う
や
ら
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
版
画
家
と
し

て
の
能
力
や
資
質
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
こ
と

と
、
先
の
ピ
エ
ー
ル
の
手
紙
の
中
で
示
唆
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
に
嫉
妬
や
敵
意
を
抱

い
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
た
よ
う
だ
）
63
（

。
こ
の

図3：	ブノワ＝ルイ･アンリケズ《デュ・ゲクラン元帥の死》（ブルネ原画），1784年，
	 ビュラン・紙，フランス国立図書館版画室（Photo：筆者撮影）
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嫉
妬
や
敵
意
が
何
に
起
因
し
て
い
る
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
彼
ら
の
間
で
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
「
凡
庸
な
版
画
家
で
、
原
作
に

忠
実
で
な
い
翻
訳
者
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
）
64
（

。
ピ
エ
ー
ル
は
先
に
作
成
し
た
趣
意
書
を
も
う
一
度
見
直
し
、
会
員
た
ち
の
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
に
作
り
直
し
て
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
許
可
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
努
め
る
が
、
こ
の
間
、
計
画
の
実
行
は
遅
れ
る
だ
ろ
う
と
し
て

い
る
）
65
（

。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
も
ア
カ
デ
ミ
ー
の
規
約
と
王
の
許
可
と
の
関
係
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
と
し
）
66
（

、
こ
の
計
画
を
反
故
に
し
よ
う
と
は
せ

ず
、「
彼
が
版
刻
す
る
絵
画
の
作
者
た
ち
と
話
し
合
う
時
間
を
ア
ン
リ
ケ
ズ
に
与
え
」
る
こ
と
で
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
）
67
（

。
し
か
し
ア
カ
デ

ミ
ー
の
例
会
の
翌
日
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
も
と
へ
赴
き
、
こ
の
版
画
化
計
画
を
断
念
す
る
旨
を
伝
え
た
と
い
う
。
ア
ン
リ
ケ

ズ
は
自
ら
決
断
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
か
ら
計
画
却
下
の
命
令
が
公
的
に
下
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
た
か
っ
た
よ
う
だ
）
68
（

。

こ
の
よ
う
に
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
問
題
は
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
や
ア
カ
デ
ミ
ー
全
体
を
巻
き
込
む
大
騒
動
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
気
に
懸
か
る
の

は
、
一
七
七
八
年
に
い
ち
早
く
奨
励
作
品
の
複
製
の
許
可
を
得
て
い
た
コ
シ
ャ
ン
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
問
題
が
論
じ
ら
れ

て
い
る
間
、
コ
シ
ャ
ン
自
身
は
沈
黙
を
保
っ
て
い
た
の
か
、
彼
が
書
い
た
手
紙
も
彼
に
宛
て
ら
れ
た
手
紙
も
見
つ
か
っ
て
い
な
い
）
69
（

。
ま
だ
ダ

ン
ジ
ヴ
ィ
レ
と
ピ
エ
ー
ル
と
の
や
り
取
り
で
も
、
コ
シ
ャ
ン
の
件
が
話
題
に
上
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
先
の
版
画
家
ネ
の
提
案
の
際
に
、
コ

シ
ャ
ン
へ
許
可
を
与
え
た
手
紙
が
参
照
さ
れ
る
な
ど
、
コ
シ
ャ
ン
を
念
頭
に
置
い
た
判
断
が
下
さ
れ
た
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
た
し
か

に
、
コ
シ
ャ
ン
は
こ
の
時
点
で
奨
励
作
品
の
版
画
化
に
着
手
し
て
は
い
な
か
っ
た
）
70
（

。
実
は
こ
の
頃
、
コ
シ
ャ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
物
語
画
を
版

刻
す
る
意
欲
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
後
に
明
ら
か
と
な
る
の
だ
が
）
71
（

、
こ
の
時
点
で
は
そ
れ
は
表
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
計
画
を
断
念
す

る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
コ
シ
ャ
ン
へ
の
許
可
は
な
お
有
効
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
別
の
版
画
家
に
版
刻

の
許
可
を
与
え
る
こ
と
は
、
原
則
と
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
た
ち
の
間
で
評
判
の
悪
い
版
画
家

で
あ
り
、
ま
だ
準
会
員
の
立
場
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
対
応
が
採
ら
れ
た
理
由
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
事
情
が
推
測
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ア
ン
リ
ケ
ズ
は
、
パ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
で

は
準
会
員
の
立
場
に
留
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
以
前
に
ロ
シ
ア
の
皇
帝
付
版
画
家
と
し
て
一
定
の
実
績
を
上
げ
て
い
た
。
こ
の
点
が
ア
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ン
リ
ケ
ズ
の
個
人
的
な
性
格
と
も
相
ま
っ
て
、
パ
リ
の
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
た
ち
の
「
嫉
妬
」
や
「
敵
意
」
に
繋
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
折
り
し
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
一
七
八
二
年
に
デ
ュ
・
ノ
ー
ル
伯
爵
夫
妻
の
名
で
ロ
シ
ア
の
皇
太
子
（
後
の
皇
帝
パ
ー
ヴ
ェ
ル
一
世
）

夫
妻
の
訪
問
を
受
け
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
当
局
と
し
て
は
ロ
シ
ア
皇
帝
に
重
用

さ
れ
た
版
画
家
の
提
案
を
無
下
に
扱
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
絵
画
の
奨
励
制
作
の
中

で
も
フ
ラ
ン
ス
史
の
主
題
に
関
し
て
は
公
衆
の
反
応
を
見
な
が
ら
準
会
員
を
採
用
し
て
い
た
が
、
こ
の
複
製
版
画
の
制
作
に
お
い
て
も
フ
ラ

ン
ス
史
の
主
題
に
限
っ
て
特
例
を
適
用
し
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

四
、
マ
サ
ー
ル
、
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル

こ
の
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
問
題
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、
さ
ら
に
別
の
版
画
家
た
ち
が
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
絵
画
の
版
画
化
を
試
み
た
。

ま
ず
話
題
に
上
る
の
は
、
ヴ
ィ
ア
ン
（V

IE
N

, Joseph-M
arie; 1716

―1809

）
の
絵
画
を
マ
サ
ー
ル
（M

A
SSA

R
D

, Jean; 1740

―1822

）

に
版
画
化
さ
せ
る
と
い
う
計
画
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
原
作
者
で
あ
る
ヴ
ィ
ア
ン
自
身
が
す
で
に
承
知
し
て
い
た
計
画
で
あ
り
、
マ
サ
ー
ル
は

所
定
の
手
続
き
を
経
た
上
で
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
許
可
を
求
め
て
い
る
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
ヴ
ィ
ア
ン
の
承
諾
済
み
と
い
う
こ
と
で
一
旦
は
こ

の
計
画
を
認
め
た
よ
う
だ
が
、
こ
の
話
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
ピ
エ
ー
ル
は
不
快
感
を
露
わ
に
す
る
。
と
い
う
の
も
、
マ
サ
ー
ル
は
こ
の
時
点

で
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
準
会
員
で
あ
り
、
ま
ず
は
ア
カ
デ
ミ
ー
入
会
作
品
の
制
作
に
力
を
注
ぐ
べ
き
立
場
に
あ
り
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
国
王
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
絵
画
の
版
画
化
を
企
て
る
な
ど
と
い
う
の
は
「
自
己
愛
が
も
た
ら
し
た
考
え
」
で
あ
っ
た
）
72
（

。

た
し
か
に
マ
サ
ー
ル
が
ア
カ
デ
ミ
ー
準
会
員
に
認
め
ら
れ
る
の
は
一
七
八
五
年
四
月
三
十
日
の
こ
と
で
あ
り
）
73
（

、
こ
の
提
案
は
そ
れ
か
ら
半

月
ほ
ど
の
う
ち
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
マ
サ
ー
ル
は
こ
の
時
点
で
四
十
五
歳
で
あ
り
、
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
接
触
は
遅
れ
た
も
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の
の
、
版
画
家
と
し
て
は
か
な
り
の
実
績
を
積
ん
で
い
た
。
彼
が
特
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
の
は
各
種
の
出
版
物
の
扉
絵
や
挿
絵
で
あ

り
、『
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
著
作
集
）
74
（

』
に
関
わ
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
オ
ウ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
『
変
身
物
語
）
75
（

』
な
ど
に
力
を
発
揮
し
て
、
第
一

級
の
挿
絵
版
画
師
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
た
。
ま
た
、
マ
サ
ー
ル
は
画
家
グ
ル
ー
ズ
（G

R
E

U
ZE

, Jean-B
aptiste; 1725

―1805

）
の

絵
画
の
最
良
の
版
刻
者
の
一
人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。《
割
れ
た
水
瓶
》（
一
七
七
二
年
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵
）
を
は
じ
め
、
子
ど
も
の
肖

像
画
な
ど
を
次
々
と
手
が
け
た
）
76
（

。

ヴ
ィ
ア
ン
が
自
身
の
絵
画
の
版
刻
を
マ
サ
ー
ル
に
任
せ
る
こ
と
を
認
め
た
背
景
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
マ
サ
ー
ル
の
実
績
と
版
画
家
と
し

て
の
評
判
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ロ
ー
マ
の
フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
院
長
を
務
め
た
ヴ
ィ
ア
ン
の
意
見
は
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
か
ら
も

尊
重
さ
れ
、
奨
励
作
品
の
注
文
の
過
程
で
も
別
格
の
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
ピ
エ
ー
ル
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
入
会
作
品
の
制
作
に
こ
だ
わ

り
、
マ
サ
ー
ル
に
よ
る
版
画
化
を
断
固
と
し
て
拒
否
し
た
。
こ
こ
に
は
、
独
立
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
版
画
や
複
製
版
画
の
制
作
を
担
う
版
画
家

に
対
し
て
出
版
物
の
挿
絵
版
画
家
を
下
位
に
置
く
一
種
の
差
別
意
識
が
働
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
同
時
に
、
と
く
に
マ
サ
ー
ル
が
グ

ル
ー
ズ
の
作
品
を
多
く
手
が
け
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
七
五
五
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
準
会
員
と
な
っ
た
グ
ル
ー

ズ
は
、
半
年
以
内
に
入
会
作
品
を
提
出
し
て
正
会
員
と
し
て
の
資
格
を
申
請
す
る
と
い
う
規
定
を
完
全
に
無
視
し
、
一
七
六
九
年
に
な
っ
て

ア
カ
デ
ミ
ー
側
が
、
同
年
中
に
入
会
作
品
を
提
出
し
な
け
れ
ば
以
後
の
サ
ロ
ン
へ
の
出
品
を
禁
ず
る
と
の
通
告
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

グ
ル
ー
ズ
は
、
よ
う
や
く
入
会
作
品
《
息
子
カ
ラ
カ
ラ
を
叱
咤
す
る
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ
ル
ス
帝
》（
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
蔵
）
を
提

出
す
る
。
こ
れ
は
古
代
史
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
主
題
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
グ
ル
ー
ズ
は
本
作
品
に
よ
っ
て
物
語
画
家
と
し
て
ア
カ
デ
ミ
ー
正

会
員
に
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
が
、
そ
の
思
惑
に
反
し
て
、
ア
カ
デ
ミ
ー
は
彼
を
風
俗
画
家
と
し
て
受
け
入
れ
た
。
こ
の
作
品
は

正
会
員
承
認
直
後
の
サ
ロ
ン
に
出
品
さ
れ
、
デ
ィ
ド
ロ
そ
の
他
の
批
評
家
た
ち
が
ア
カ
デ
ミ
ー
の
決
定
に
つ
い
て
見
解
を
述
べ
る
な
ど
、
大

き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
グ
ル
ー
ズ
自
身
は
ア
カ
デ
ミ
ー
の
決
定
に
失
望
し
、
そ
の
後
は
サ
ロ
ン
に
は
出
品
せ
ず
、
作
品
は
自
ら
の
ア
ト
リ
エ

で
展
示
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
貫
き
、
公
的
な
場
か
ら
は
完
全
に
距
離
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
）
77
（

。
グ
ル
ー
ズ
の
作
品
は
個
人
の
顧
客
た
ち
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の
間
で
大
変
な
人
気
を
誇
っ
た
が
、
ピ
エ
ー
ル
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
ア
カ
デ
ミ
ー
外
で
い
く
ら
活
躍
し
た
と
こ
ろ
で
「
二
流
」
の
画
家
に

す
ぎ
ず
、
そ
の
「
二
流
画
家
」
の
作
品
を
版
刻
し
て
世
間
で
好
評
を
得
た
と
し
て
も
、
ア
カ
デ
ミ
ー
と
し
て
は
評
価
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
最
終
的
に
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
ピ
エ
ー
ル
の
意
見
を
尊
重
し
、
マ
サ
ー
ル
に
は
入
会
作
品
に
専
念
さ
せ
、
ヴ
ィ
ア
ン
の
絵
画
の
版
画
化
は

許
可
し
な
い
旨
を
ヴ
ィ
ア
ン
に
伝
え
て
い
る
）
78
（

。

ま
た
こ
の
マ
サ
ー
ル
の
件
と
同
時
に
、
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
の
計
画
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
は
以
前
か
ら
何
度
も
国

王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
ゴ
ブ
ラ
ン
製
作
所
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
作
品
、
す
な
わ
ち
奨
励
制
作
の
絵
画
作
品
を
版
画
化
し
た
い
と
の
希
望
を
表

明
し
て
お
り
）
79
（

、
ピ
エ
ー
ル
も
そ
の
度
毎
に
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
伝
え
て
い
た
が
、
先
の
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
問
題
な
ど
が
あ
っ
て
放
置
さ
れ
た
ま
ま

と
な
っ
て
い
た
）
80
（

。
ピ
エ
ー
ル
は
こ
の
件
を
先
の
マ
サ
ー
ル
の
問
題
と
合
わ
せ
て
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
相
談
す
る
が
、
そ
の
中
で
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー

ル
に
版
画
化
の
許
可
を
与
え
る
よ
う
、
強
い
調
子
で
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
求
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
ピ
エ
ー
ル
の
態
度
の
裏
に
は
、
ル
・
ヴ
ァ

ス
ー
ル
の
計
画
が
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
問
題
の
影
に
隠
れ
て
後
回
し
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
へ
の
配
慮
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
と
共
に
、
物
語
画

の
複
製
版
画
家
と
し
て
実
績
の
あ
る
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
に
許
可
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
準
会
員
に
す
ぎ
な
い
」
マ
サ
ー
ル
の
提
案
を

反
故
に
し
よ
う
と
い
う
思
惑
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
同
時
に
浮
上
し
て
き
た
わ
け
で
も
な
い
異
な
る
二
人
の
版

画
家
に
よ
る
提
案
を
、
同
じ
手
紙
の
中
で
比
較
す
る
よ
う
に
言
及
す
る
必
要
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
は
ヴ
ァ
ン
・

ロ
ー
（VA

N
 LO

O
, Jean-B

aptiste; 1684

―1745

）
の
《
デ
ィ
ア
ナ
と
エ
ン
ダ
ミ
オ
ン
》（
一
七
三
一
年
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
）
の
複
製
版

画
で
一
七
七
一
年
に
ア
カ
デ
ミ
ー
正
会
員
と
な
っ
て
お
り
、
物
語
画
の
複
製
を
数
多
く
手
が
け
、
挿
絵
版
画
家
と
し
て
の
活
動
が
長
か
っ
た

マ
サ
ー
ル
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
「
正
当
な
」
根
拠
を
持
っ
て
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
複
製
許
可
を
申
請
し
て
い
た
）
81
（

。
こ
の
ピ
エ
ー
ル

の
要
請
を
受
け
た
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
原
作
者
の
了
解
を
確
実
に
取
っ
て
い
る
こ
と
と
、
一
度
に
許
可
す
る
作
品
は
一
点
の
み
と
す
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
の
申
し
出
に
許
可
を
与
え
て
い
る
）
82
（

。
こ
れ
を
受
け
て
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
は
メ
ナ
ジ
ョ
の
《
レ
オ
ナ
ル

ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
死
》
を
版
刻
し
【
図
4
、
5
】、
一
七
八
九
年
の
サ
ロ
ン
に
出
品
し
て
い
る
）
83
（

。
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そ
の
後
暫
く
の
間
、
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
版
画
化
の
話
は
表
に

出
て
こ
な
い
よ
う
だ
が
、
許
可
を
得
な
が
ら
実
際
に
は
制
作
に
着
手

さ
れ
な
い
計
画
を
横
目
に
、
若
い
版
画
家
た
ち
は
隙
あ
ら
ば
特
権
を

得
た
い
と
考
え
て
い
た
。
一
七
八
七
年
に
は
、
王
弟
ア
ル
ト
ワ
伯

爵
付
き
の
版
画
家
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル（V

O
Y

SA
R

D
, É

tienne-C
laude; 

1746

―c.1812

）と
素
描
画
家
ボ
レ
ル（B

O
R

E
L, A

ntoine; ?

―après 

1810

）
が
）
84
（

、
同
伯
爵
の
保
護
を
得
て
同
様
の
提
案
を
行
っ
た
た
め

に
、
す
で
に
版
画
化
の
許
可
を
得
て
い
る
コ
シ
ャ
ン
の
権
利
が
脅
か

さ
れ
る
危
険
が
高
ま
っ
た
。
コ
シ
ャ
ン
は
こ
の
件
を
事
前
に
知
っ
て

い
た
の
か
、
奨
励
作
品
の
版
画
化
に
関
し
て
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
長
い

手
紙
を
宛
て
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
自
身
は
す
で
に
老
齢
で
あ

る
た
め
、
奨
励
作
品
の
版
画
化
を
請
け
負
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

凡
庸
な
版
画
家
が
こ
の
計
画
に
関
わ
る
の
は
許
し
が
た
く
、
真
に
実

力
の
あ
る
人
物
を
任
命
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
た
め
、
自
ら
は
下

絵
が
原
画
を
正
し
く
写
し
た
忠
実
な
も
の
と
な
る
よ
う
監
督
す
る
役

を
担
い
、
こ
れ
を
版
画
化
す
る
作
業
は
、「
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
で
最
も

優
れ
て
い
る
サ
ン
＝
ト
ー
バ
ン
氏
」
と
彼
を
補
助
す
る
二
、
三
人
の

版
画
家
に
任
せ
る
と
い
う
提
案
を
行
っ
て
い
る
）
85
（

。

ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
と
ボ
レ
ル
の
提
案
の
件
を
ま
だ
知
ら
さ
れ
て
い
な

図4：	メナジョ《レオナルド・ダ・ヴィンチの死》1781年，
	 アンボワーズ市庁舎美術館（Photo：小学館，1993, t.19, p.340.）
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か
っ
た
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
コ
シ
ャ
ン
の
提
案
を

大
方
認
め
る
と
と
も
に
、
版
画
化
の
計
画
に
関
し

て
は
「
ま
だ
時
期
が
来
て
い
な
い
」
と
述
べ
、
急

い
で
着
手
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
考
え
を
伝

え
た
）
86
（

。
そ
こ
で
コ
シ
ャ
ン
は
改
め
て
筆
を
執
り
、

ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
と
ボ
レ
ル
の
提
案
の
件
を
ダ
ン
ジ

ヴ
ィ
レ
に
伝
え
た
。
そ
し
て
、
一
七
七
八
年
に
奨

励
作
品
の
版
画
化
の
許
可
を
得
て
お
き
な
が
ら
制

作
に
着
手
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、「
愛
好
家

た
ち
を
と
ら
え
た
イ
ギ
リ
ス
版
画
へ
の
熱
狂
に
気

力
を
失
っ
た
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
時
期

に
フ
ラ
ン
ス
で
ホ
ガ
ー
ス
に
よ
る
風
俗
版
画
が
流

行
し
た
こ
と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
コ
シ
ャ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
版
画
に
は

価
値
あ
る
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
多
く
は
「
最
も

図5：	ル・ヴァスール《レオナルド・ダ・ヴィンチの死》
	 （メナジョ原画），1788年（1789年サロン），ビュラン・紙，
	 フランス国立図書館（Photo：筆者撮影）

些
細
で
最
も
低
俗
な
趣
味
も
技
術
も
伴
わ
な
い
自
然
の
模
倣
」
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
流
行
の
中
で
は
「
純
粋
な
フ
ラ
ン
ス
の
版
画
は
制
作
費
の

元
が
取
れ
る
ほ
ど
の
人
気
は
得
ら
れ
な
い
」
と
考
え
た
よ
う
だ
。
し
か
し
世
紀
前
半
に
『
ク
ロ
ザ
集
成
』
が
大
き
な
成
功
を
収
め
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
長
い
目
で
見
れ
ば
希
望
が
持
て
る
と
し
、
コ
シ
ャ
ン
は
一
七
七
八
年
に
下
さ
れ
た
版
刻
の
許
可
を
改
め
て
確
認
す
る
よ
う
に
ダ

ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
要
請
し
た
）
87
（

。
秘
書
モ
ン
チ
ュ
ク
ラ
と
思
わ
れ
る
人
物
は
こ
の
手
紙
を
見
て
、
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
と
ボ
レ
ル
の
要
求
は
「
無
作
法
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な
も
の
」
で
あ
り
、「﹇
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
﹈
伯
爵
は
す
で
に
コ
シ
ャ
ン
氏
に
与
え
た
奨
励
制
作
の
絵
画
を
版
画
化
す
る
た
め
の
許
可
を
難
な
く

確
認
す
る
だ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
）
88
（

。
実
際
、
こ
の
手
紙
に
よ
っ
て
初
め
て
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
と
ボ
レ
ル
の
提
案
の
件
を
知
っ
た
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ

は
驚
き
を
隠
さ
な
い
が
、「
名
声
の
な
い
人
々
を
遠
ざ
け
る
の
は
容
易
だ
」
と
コ
シ
ャ
ン
を
な
だ
め
、
コ
シ
ャ
ン
へ
の
版
画
化
の
許
可
を
再

び
確
認
し
て
制
作
を
促
し
て
い
る
）
89
（

。

こ
の
一
件
か
ら
約
半
年
後
の
一
七
八
七
年
八
月
末
に
は
、
今
度
は
デ
ュ
フ
レ
ー
ヌ
（D

U
FR

E
SN

E

）
と
い
う
人
物
が
、
美
術
館
を
飾
る

絵
画
と
彫
刻
を
版
画
化
し
た
い
旨
を
申
し
出
る
）
90
（

。
だ
が
今
回
は
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
も
議
論
の
余
地
な
く
こ
の
提
案
を
拒
否
し
た
）
91
（

。

お
わ
り
に
――
美
術
館
の
展
示
と
複
製

以
上
、
奨
励
作
品
を
含
め
て
、
計
画
中
の
美
術
館
に
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
た
作
品
の
複
製
版
画
の
制
作
を
め
ぐ
る
動
き
を
見
て
き
た
。

版
画
化
の
提
案
は
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
総
監
就
任
直
後
か
ら
革
命
直
前
に
至
る
ま
で
、
複
数
の
版
画
家
に
よ
っ
て
絶
え
間
な
く
示
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
な
る
ほ
ど
版
刻
の
許
可
を
得
た
計
画
が
最
終
的
に
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
一
連
の

や
り
取
り
が
美
術
館
計
画
全
体
の
中
で
何
ら
意
味
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

版
画
家
た
ち
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
美
術
館
の
展
示
予
定
作
品
を
版
刻
す
る
特
権
を
手
中
に
収
め
る
こ
と
は
、
自
ら
の
栄
誉
を
最
高
位
に
高

め
る
手
段
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
絵
画
や
彫
刻
は
奨
励
制
作
と
い
う
か
た
ち
で
定
期
的
に
国
王
か
ら
の
注
文
が
な
さ
れ
て
い
た
傍
ら
で
、

版
画
に
つ
い
て
も
同
等
の
庇
護
を
求
め
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
画
家
や
彫
刻
家
、
そ
し
て
建
築
家
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
美
術
館
計
画
に
借
り

出
さ
れ
て
い
く
中
で
、
版
画
家
だ
け
が
そ
こ
に
関
わ
り
を
持
た
な
い
と
い
う
の
も
、
王
に
仕
え
る
美
術
家
と
し
て
は
堪
え
が
た
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
奨
励
制
作
の
よ
う
に
注
文
に
よ
っ
て
版
画
作
品
を
定
期
的
に
制
作
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
期
待
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
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せ
め
て
絵
画
・
彫
刻
作
品
の
複
製
を
と
考
え
た
の
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
着
想
に
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
各
国
の
君
主
た
ち
が
作
成
さ
せ
た
挿
絵
版
画
入
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
目
録
が
影
響
を
与
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
陣
を
切
っ
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
ア
カ
デ
ミ
ー
の
総
監
で
あ
っ
た
ハ

イ
ネ
ケ
ン
（H

E
IN

E
C

K
E

N
, C

arl H
einrich von; 1706

―1791

）
に
よ
る
ド
レ
ス
デ
ン
の
王
立
絵
画
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
複
製
版
画
集
で
あ
る
）
92
（

。

フ
ォ
リ
オ
版
の
二
巻
で
構
成
さ
れ
る
こ
の
版
画
集
は
、
各
巻
に
五
十
点
の
版
画
が
収
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
版
画
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
と
イ
タ

リ
ア
語
で
の
作
品
記
述
が
付
さ
れ
た
。
ド
レ
ス
デ
ン
で
は
ド
イ
ツ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
美
術
家
た
ち
の
作
品
を
中
心
と
し
て
、
一
五
六
〇
年
か

ら
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
の
版
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
十
八
世
紀
に
入
る
と
こ
れ
が
独
立
し
て
ド
イ
ツ
語
圏
内
初
の
版
画
・
素

描
美
術
館
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
の
中
で
、
巨
匠
た
ち
の
版
画
は
す
で
に
美
術
学
生
の
教
材
と
し
て
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
た
と

い
う
）
93
（

。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
版
画
家
た
ち
に
お
そ
ら
く
最
も
直
接
的
な
影
響
力
を
持
っ
た
の
が
、
ネ
も
言
及
し
て
い
た
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
選
帝
侯
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
で
あ
ろ
う
）
94
（

。
こ
ち
ら
は
フ
ォ
リ
オ
版
一
巻
に
三
百
六
十
五
点
の
小
さ
な
図
版
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
七
八
一
年
に
は
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
縮
小
版
が
出
版
さ
れ
て
い
る
）
95
（

。
さ
ら
に
一
七
八
二
年
か
ら
八
三
年
に
か
け
て
は
、
ウ
ィ
ー
ン
の
王
立
図

書
館
所
蔵
の
素
描
を
複
製
し
た
版
画
集
も
出
版
さ
れ
て
い
る
）
96
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
美
術
館
が
創
設
さ
れ
れ
ば
、
展

示
作
品
の
カ
タ
ロ
グ
の
作
成
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
は
誰
も
が
予
想
し
た
。
そ
し
て
そ
の
カ
タ
ロ
グ
へ
の
複
製
版
画
の
挿
入
は
、
版
画
家
た
ち

に
と
っ
て
は
願
っ
て
も
な
い
公
的
な
注
文
の
機
会
と
な
る
に
違
い
な
か
っ
た
。

一
方
、
美
術
館
展
示
作
品
の
版
画
化
に
対
す
る
王
室
建
造
物
局
の
態
度
は
、
奨
励
制
作
に
対
す
る
そ
れ
と
比
べ
る
と
不
明
瞭
で
、
一
貫
し

た
意
図
の
下
に
判
断
を
下
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
と
は
い
え
、
版
画
家
た
ち
と
の
や
り
取
り
を
仔
細
に
見
て
い
く
と
、
考
慮
す
べ
き

と
さ
れ
て
い
る
基
準
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
版
画
家
の
資
質
で
あ
る
。
版
刻
の
許
可
を
与
え
ら
れ
た
コ
シ
ャ
ン
は
、
技
術
、
実

績
と
も
に
文
句
の
付
け
よ
う
の
な
い
版
画
家
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
フ
ェ
サ
ー
ル
は
長
老
で
は
あ
っ
た
が
、
強
い
虚
栄
心
か
ら
の
提
案
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
っ
た
。
ま
た
ネ
は
一
定
の
実
績
は
あ
っ
た
が
、
や
は
り
コ
シ
ャ
ン
よ
り
は
技
術
的
に
も
一
段
劣
っ
て
お
り
、
コ
シ
ャ
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ン
に
代
わ
っ
て
版
画
化
を
担
当
さ
せ
る
理
由
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
中
で
例
外
的
に
許
可
が
与
え
ら
れ
た
の
が
ア
ン
リ
ケ
ズ
で

あ
っ
た
が
、
版
刻
の
対
象
を
フ
ラ
ン
ス
史
を
主
題
と
す
る
六
点
の
み
に
限
定
し
た
こ
と
と
、
ロ
シ
ア
皇
帝
付
き
版
画
家
と
し
て
の
実
績
が
功

を
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
史
の
絵
画
に
限
定
さ
れ
な
い
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
絵
画
の
複
製
を
許
可
さ
れ
た
ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル

は
、
コ
シ
ャ
ン
と
は
無
論
比
べ
も
の
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
次
世
代
を
担
う
べ
き
版
画
家
と
し
て
は
ま
ず
ま
ず
の
仕
事
を
し
て
い
た
上

に
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
や
挿
絵
版
画
家
と
し
て
長
く
活
動
し
て
き
た
マ
サ
ー
ル
の
問
題
な
ど
が
間
に
入
り
、
相
対
的
に
評
価
が
高
ま
っ
た
と
い
え

る
。
ヴ
ォ
ワ
ザ
ー
ル
、
デ
ュ
フ
レ
ー
ヌ
と
い
っ
た
人
物
た
ち
は
全
く
名
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
完
全
に
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
た
。

美
術
館
の
展
示
予
定
作
品
を
含
め
、
過
去
の
巨
匠
た
ち
の
作
品
で
構
成
さ
れ
る
国
王
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
版
画
化
す
る
と
な
れ
ば
、
何
よ
り

も
原
画
に
忠
実
に
正
し
く
版
刻
す
る
こ
と
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
至
宝
の
輝
か
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が
絶
対
的
に
必
要

な
条
件
と
な
る
。
版
画
は
批
評
テ
ク
ス
ト
と
同
様
に
大
量
に
印
刷
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
影
響
力
に
は
細
心
の
注
意
が
必

要
で
あ
っ
た
。
美
術
の
鑑
賞
者
層
が
拡
大
し
、
批
評
や
版
画
へ
の
関
心
が
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
ま
り
を
見
せ
て
い
た
中
、
版
画
は
一
種
の
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
効
果
的
に
用
い
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
一
歩
間
違
う
と
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
被
り
か
ね
な
い
、
き
わ
め
て
デ
リ
ケ
ー
ト

な
媒
体
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
当
局
が
複
製
版
画
の
担
い
手
の
選
定
に
慎
重
に
な
る
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
こ
の
「
危
険
な
」
道
具
に
近
づ
こ
う
と
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
七
七
八
年
の

コ
シ
ャ
ン
へ
の
返
事
に
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
こ
の
媒
体
の
有
用
性
も
十
分
に
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
美
術
館
の

展
示
予
定
作
品
を
質
の
良
い
複
製
版
画
で
流
通
さ
せ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
豊
か
な
王
室
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
を
広
く
知
ら
し
め
る
と
と
も

に
、
ル
イ
十
六
世
の
治
世
が
生
ん
だ
優
れ
た
美
術
家
た
ち
の
名
声
を
高
め
、
さ
ら
に
は
美
術
作
品
に
表
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
輝
か
し
い
歴
史

や
偉
人
た
ち
の
存
在
を
人
々
の
記
憶
に
刻
み
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
効
果
は
、
そ
の
ま
ま
フ
ラ
ン
ス
王
国
の
栄
光
を
高

め
る
こ
と
に
繋
が
る
。

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の
発
信
を
敢
え
て
急
が
な
か
っ
た
の
に
は
、
や
は
り
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
。
一
つ
に
は
、
昨
今
の
サ
ロ
ン
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批
評
の
増
大
と
そ
の
内
容
の
多
様
化
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
印
刷
物
の
流
通
が
生
み
出
す
負
の
効
果
に
対
し
て
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
最
大
の
理
由
は
、
美
術
館
が
開
館
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ

レ
は
、
一
点
も
の
の
絵
画
や
彫
刻
と
は
異
な
る
複
製
可
能
な
媒
体
を
利
用
し
て
、
自
ら
の
意
図
が
多
分
に
反
映
さ
れ
た
奨
励
作
品
の
イ
メ
ー

ジ
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
再
生
さ
せ
る
こ
と
は
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
タ
ピ
ス
リ
ー
、
そ
し
て
特
に
テ
ラ
コ
ッ
タ
の
複
製
小
像
の
制
作
は
、
限
定

さ
れ
た
範
囲
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
繋
が
る
政
策
と
し
て
理
解
で
き
る
。
だ
が
、
ま
ず
は
ル
ー
ヴ
ル
宮
に
美
術
館
を
開
設
し
、
こ
れ
ま
で
蓄

積
さ
れ
て
き
た
数
々
の
至
宝
を
展
示
す
る
こ
と
で
、
輝
か
し
い
王
権
の
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
す
る
唯
一
無
二
の
場
を
構
成
す
る
こ
と
が
先
決
と

考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
が
展
示
空
間
や
展
示
作
品
ば
か
り
で
な
く
、
人
事
や
宮
殿
の
外
観
の
整
備
な
ど
、
美

術
館
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
準
備
に
余
念
な
く
取
り
組
み
、
一
方
で
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
カ
タ
ロ
グ
に
賛
辞
を
贈
り
な
が
ら
も
）
97
（

、
国
王

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
奨
励
作
品
を
版
画
化
す
る
計
画
を
自
ら
主
導
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
推
測
さ
れ
る
。
奨
励
作
品
は
美
と

道
徳
の
規
範
と
な
る
優
れ
た
価
値
を
持
つ
美
術
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
が
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
み
が
一
人
歩
き
す
る
こ

と
は
望
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
美
的
・
道
徳
的
な
模
範
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
が
一
堂
に
集
結
す
る
美
術
館
こ
そ
を
メ
ッ

セ
ー
ジ
の
発
信
源
と
位
置
づ
け
、
複
製
技
術
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
の
流
通
は
、
あ
く
ま
で
美
術
館
と
い
う
最
高
峰
の
メ
デ
ィ
ア
を
補
助
す
る
手

段
と
考
え
て
い
た
と
い
え
る
。
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凡
例

•
 

注
に
引
用
し
た
パ
リ
国
立
古
文
書
館
所
蔵
の
王
室
建
造
物
局
関
係
文
書
の
う
ち
、
史
料
番
号O

1/1912

〜O
1/1920 

は
、
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
が

発
し
た
書
簡
（
下
書
き
の
場
合
も
あ
る
）
と
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
に
宛
て
ら
れ
た
書
簡
を
収
め
た
も
の
で
あ
り
、O

1/1125 

か
らO

1/1147 

は
、

ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
か
ら
発
せ
ら
れ
た
書
簡
を
清
書
し
て
冊
子
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
同
一
の
書
簡
が
双
方
に
収
め
ら
れ
て
い
る
場

合
が
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
両
方
の
史
料
番
号
を
記
し
た
。

•
 

書
簡
の
書
き
手
と
宛
先
、
日
付
が
判
明
し
て
い
る
場
合
に
は
、
史
料
番
号
の
後
に
﹇　

﹈
を
付
し
て
記
し
た
。

•
 

注
に
用
い
た
略
記
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

A
N

: A
rchives nationales de Paris

B
P

: B
É

R
A

LD
I

（H
.

）& PO
R

TA
LIS

（R
.

）, Les graveurs du dix-huitièm
e siècle, 3 vols., Paris: D

. M
organd et C

. Fatout, 1880

―82.

cat.exp.: catalogue d ’exposition

FR
-1905: FU

R
C

Y
-R

AY
N

A
U

D

（M
.

）, éd., «C
orrespondance de M

. D
’A

ngiviller avec Pierre», N
ouvelles archives de l ’art 

français, t. 21, 1905

（Paris: F. D
e N

obele, 1973
）.

FR
-1906: Ibid., t.22, 1906.

LS
: Livret de Salon

M
F

: M
ercure de France

M
S

: M
ém

oires secrets

N
A

A
F

: N
ouvelles archives de l ’art français

PVA
PS

: M
O

N
TA

IG
LO

N

（A
. de

）, éd., Procès-verbaux de l ’A
cadém

ie royale de peinture et de sculpture (1648

―1792), 11 vols., 
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Paris: J. B
aur, 1875

―1909.

R
A

: R
evue de l ’art

repr.: reproduit dans

　
　
　
注

（
1
） 

拙
稿
「
王
立
美
術
館
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
――
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
奨
励
制
作
と
ル
ー
ヴ
ル
宮
美
術
館
創
設
計
画
――
」『
日
本
十
八
世
紀
学
会
年
報
』

第
二
十
号
、
日
本
十
八
世
紀
学
会
、
二
〇
〇
五
年
六
月
、
五
五
―
六
六
頁
。「
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
奨
励
制
作
――
自
国
史
へ
の
関
心
と
『
フ
ラ

ン
ス
派
』
の
形
成
」、『
鹿
島
美
術
研
究
』、
鹿
島
美
術
財
団
、
年
報
第
二
十
六
号
別
冊
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
、
一
八
三
―
一
九
四
頁
。「
ア
ン

シ
ァ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
末
期
の
偉
人
の
称
揚
――
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
『
奨
励
制
作
』
偉
人
像
と
美
術
館
の
役
割
――
」、『
日
仏
歴
史
学
会
会
報
』
第

二
十
六
号
、
二
〇
一
一
年
、
三
―
一
八
頁
。「
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
夜
に
お
け
る
美
術
行
政
と
公
衆
の
相
関
――
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
の
『
奨
励
制
作
』

（
一
七
七
七
―
一
七
八
九
）
を
事
例
と
し
て
――
」、『
西
洋
史
学
』、
第
二
四
二
号
、
二
〇
一
二
年
予
定
。

（
2
） FE

N
A

ILLE

（M
.

）, É
tat général des tapisseries de la m

anufacture des G
obelins depuis son origine jusqu ’à nos jours: 1600

―1900, 

6 vols., Paris : Im
prim

erie nationale; H
achette, 1903

―1923.

（
3
） T

AY
LO

R

（S.

）, «A
rtists and Philosophes as m

irrored by Sèvres and W
edgw

ood
», H

A
SK

E
LL

（F.

）et al., éd., T
he A

rtist and the 

W
riter in France, O

xford : C
larendon Press, 1974, pp.21

―39.

（
4
） M

cA
LLIST

E
R

-JO
H

N
SO

N

（W
.

）, «La gravure d ’histoire en France au X
V

III e siècle

（I

）»,

（tr. par J. B
ouniort

）, R
A

, nº99, 1993, 

pp.29

―44; Idem
., «La gravure d ’histoire en France au X

V
III e siècle

（II

）», R
A

, nº100, 1993, pp.11

―29.

（
5
） PILE

S

（R
. de

）, A
brégé de la vie des peintres avec des réflexions sur les ouvrages

…, Paris: C
harles de Sercy, 1699, p.85;  

ロ
ジ
ェ
・
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ド
・
ピ
ー
ル
「
完
全
な
る
絵
画（
マ
マ
）の
概
念
（
抄
訳
）」
杉
山
奈
生
子
解
題
・
フ
ラ
ン
ス
美
術
文
献
研
究
会
訳
、『
西
洋
美
術
研
究
』
第
十
一
号
、
三

元
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
六
七
―
一
八
七
頁
。
た
だ
し
訳
語
は
適
宜
変
更
し
た
。

（
6
） H

A
SK

E
LL

（F.

）, T
he Painful B

irth of the A
rt B

ook, London: T
ham

es and H
udson, 1987; Idem

., La difficile naissance du livre d ’art,
（tr. par M

.-F. de Palom
éra et M

. Lionnard

）, Paris : R
M

N
, 1992.

（
7
） La G

allerie du Palais du Luxem
bourg peinte par R

ubens, Paris : D
uchange, 1710.

（
8
） C

R
O

ZA
T

（P.
）, R

ecueil d ’estam
pes d ’après les plus beaux tableaux et d ’après les plus beaux dessins, 

…, 2 vols., Paris: Im
pr. royale, 

1729

―1742.

（
9
） 『
ク
ロ
ザ
集
成
』
に
つ
い
て
は
、
大
野
芳
材
「
ピ
エ
ー
ル
・
ク
ロ
ザ
と
十
八
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
」、
高
階
秀
爾
先
生
還
暦
記
念
論
文
集

編
集
委
員
会
編
集
『
美
術
史
の
六
つ
の
断
面
』、
美
術
出
版
社
、
一
九
九
二
年
、
一
四
九
―
一
六
二
頁
。

（
10
） Figures de différents caractères, de paysages et d ’études dessinées d ’après nature par A

ntoine W
atteau

…, 2 tom
es en 1 vol., Paris: 

A
udran,

﹇1726

―27

﹈; L ’œ
uvre d ’A

ntoine W
atteau, peintre du R

oy

…, 2 vols., s.l.,

﹇1735

﹈.  

本
作
品
集
は
、
ヴ
ァ
ト
ー
の
生
前
か
ら
の
友

人
の
ジ
ュ
リ
エ
ン
ヌ
（JU

LIE
N

N
E

, Jean de

）
の
主
導
で
刊
行
さ
れ
た
た
め
に
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。

（
11
） R

ecueil d ’estam
pes gravées d ’après les tableaux du cabinet de m

onseigneur le D
uc de C

hoiseul, par les soins du Sr. B
asan, Paris: 

chez l ’auteur, 1771.  

本
版
画
集
は
バ
ザ
ン
（B

A
SA

N
, Pierre-François; 1723

―1797

）
の
主
導
で
刊
行
さ
れ
、
複
数
の
版
画
家
が
版
刻
し
た

百
二
十
三
点
の
複
製
版
画
が
含
ま
れ
て
い
る
。C

ollection de cent vingt estam
pes gravées d ’après les tableaux et dessins qui com

posoient 

le cabinet de M
. Poullain

…, Paris: B
asan et Poignant, 1781.  

本
版
画
集
は
画
家
モ
ワ
ッ
ト
（M

O
IT

T
E

, A
lexandre; 1750

―1828

）
に

よ
る
素
描
を
も
と
に
、
バ
ザ
ン
の
監
督
で
複
数
の
版
画
家
が
版
刻
を
担
当
し
た
。

（
12
） LE

 B
R

U
N

（J.-B
.-P.

）, G
alerie des peintres flam

ands, hollandais et allem
ands

…, 3 vols., Paris: chez l ’auteur, 1792

―96.

（
13
） 

当
時
の
美
術
書
刊
行
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
ハ
ス
ケ
ル
の
前
掲
書
の
ほ
か
次
を
参
照
。
島
本
浣
『
美
術
カ
タ
ロ
グ
論
――
記
録
・
記
憶
・
言
説
』

三
元
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
14
） D

A
C

IE
R

（É
.

）, La gravure françaises, Paris: Larousse, 1944, pp.75

―100.

（
15
） LS

-1769, nº255

―257.

（
16
） LS

-1765, nº248

―249.
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（
17
） LS

-1773, nº267

―268.
（
18
） 
こ
れ
に
つ
い
て
は
、M

cA
LLIST

E
R

 JO
H

N
SO

N

（W
.

）, French R
oyal A

cadem
y of Painting and Sculpture E

ngraved R
eception Pieces, 

1672

―1789, K
ingston: A

. E
therington A

rt C
entre, Q

ueen ’s U
niversity, 1982.

（
19
） PVA

PS, t.7, pp.191

―192.

（
20
） 「
フ
ラ
ン
ス
の
港
」
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、C

O
N

ISB
E

E

（P.

）, C
laude-Joseph Vernet, 1714

―1789

（cat.exp.

）, London: G
reater London 

C
ouncil,

﹇1976
﹈; La m

arine à voile, de 1650 à 1890: autour de C
laude-Joseph Vernet

（cat.exp.

）, A
rcueil: A

nthèse, 1999.

（
21
） W

U
LFIN

G
-LU

E
R

（P.

）, A
cquisitions du C

om
te d ’A

ngiviller en vue du M
uséum

, M
ém

oire, U
niversité de Paris IV, 2003.

（
22
） D

A
C

IE
R

（É
.

）, 1944, pp.91

―92.

（
23
） A

N
, O

1/1913

（1

）/2/268.
﹇Lettre de Fessard à M
alseherbes, sans date

（avant le 14 déc. 1775

）﹈

（
24
） 

こ
れ
ら
二
点
は
ド
レ
ス
デ
ン
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
た
め
に
版
刻
さ
れ
た
。

（
25
） B

P, t.2, pp.129

―151.

（
26
） «Lettre de C

ochin à M
arigny, datée du 6 juil. 1756

», in FU
R

C
Y

-R
AY

N
A

U
D

（M
.

）, éd., «C
orrespondance de M

. M
arigny avec 

C
oypel, Lépicié et C

ochin
», N

A
A

F, t.19, année 1903, 1904, p.117

―118, nº156.

（R
epr. B

P, 1880

―82, t.2, pp.132

―134.

）

（
27
） B

P, 1880

―82, t.2, p.135.

（
28
） «Projet de sousciption pour l ’augm

entation de la gravure des tableaux du cabinet du R
oi

…», M
F, déc.1757, pp.167

―170.

（
29
） A

N
, O

1/1913

（1

）/2/267.

﹇Lettre de Fessard à d ’A
ngiviller, sans date

（avant le 14 déc. 1775

）﹈
こ
の
手
紙
の
中
で
フ
ェ
サ
ー
ル
は
振

興
策
を
六
点
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
内
容
か
ら
、
五
番
目
と
六
番
目
の
も
の
は
一
つ
に
纏
め
た
。

（
30
） A

N
, O

1/1913

（1

）/2/265.

﹇Lettre de M
alseherbes à d ’A

ngiviller, datée du 14 déc. 1775

﹈

（
31
） A

N
, O

1/1913

（1

）/2/266, O
1/1127/453

―454.

﹇Lettre d ’A
ngiviller à M

alseherbes, datée du 21 déc. 1775

﹈

（
32
） A

N
, O

1/1128/96

―98.

﹇Lettre d ’A
ngiviller à T

urgot, datée du 14 fév. 1776

﹈
王
室
建
造
物
局
や
国
王
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
仕
事
に
携
わ

る
美
術
家
に
は
、
年
金
が
与
え
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ル
ー
ヴ
ル
宮
内
に
優
先
的
に
住
居
が
確
保
さ
れ
た
。

（
33
） A

N
, O

1/1073/2/296.

﹇M
ém

oire daté du 9 janvier 1778

﹈; O
1/1914

（2

）/6/71.
﹇Lettre de d ’A

ngiviller à Le B
as, datée du 16 m

ars 

1778

﹈
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（
34
） O

1/1914

（2

）/6

﹇1778

﹈/15, O
1/1132/47

―048.

﹇Lettre d ’A
ngiviller à Le B

as, datée du 14 jan. 1778

﹈

（
35
） O

1/1914

（2

）/6/70.

﹇Lettre de Le B
as à d ’A

ngiviller, datée du 12 m
ars 1778

﹈
た
だ
し
、
こ
の
趣
意
書
は
『
メ
ル
キ
ュ
ー
ル
・
ド
・
フ

ラ
ン
ス
』
に
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
、
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
36
） LS

-1779, nº249; LS
-1781, nº279.

（
37
） A

N
, O

1/1915

（1

）/1/221, O
1/1916

（2

）/5/145, O
1/1919

（2

）/4/87

﹇a

﹈, O
1/1133/126

―127.

﹇Lettre d ’A
ngiviller à C

ochin, datée 

du 18 août 1778
﹈

（
38
） A

N
, O

1/1915

（1
）/1/221, O

1/1133/127.

﹇O
rdre de d ’A

ngiviller, daté du 18 août 1778

﹈

（
39
） A

lm
anach royale, Paris: H

oury, 1778, p.444.

（
40
） H

É
N

A
U

LT

（C
h.-J.-F.

）, (N
ouvel) A

brégé chronologique de l ’histoire de France

…, Paris: Im
pr. de Prault père, 1744.  

コ
シ
ャ
ン
は

一
七
四
四
、
四
六
、
四
九
、
六
八
年
の
版
に
協
力
し
て
い
る
。

（
41
） 

こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

（
42
） A

N
, O

1/1916

（2

）/5/141.

﹇Lettre de N
ée à d ’A

ngiviller, sans date

（avant le 7 m
ai 1783

）﹈

（
43
） A

N
, O

1/1916

（2

）/5/142.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à N

ée, datée du 7 m
ai 1783

﹈

（
44
） A

N
, O

1/1916

（2

）/5/145.

﹇C
opie d ’une lettre d ’A

ngiviller à C
ochin, datée du 18 août 1778

﹈

（
45
） A

N
, O

1/1916

（2

）/5/142.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à N

ée, datée du 7 m
ai 1783

﹈

（
46
） A

N
, O

1/1916

（2

）/5/146.

﹇Lettre de N
ée à d ’A

ngiviller, datée du 17 m
ai 1783

﹈

（
47
） LS

-1783, nº313.

（
48
） 

た
だ
し
以
下
で
論
じ
る
よ
う
な
事
情
か
ら
、
こ
の
版
画
が
厳
密
な
意
味
で
ブ
ル
ネ
の
絵
画
の
「
複
製
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
判
断
が
難
し
い
。

こ
の
版
画
が
ブ
ル
ネ
の
絵
画
に
反
し
て
横
長
の
画
面
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
複
製
版
画
の
制
作
に
求
め
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を
逃
れ
る

た
め
の
戦
略
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
49
） M

S, t.24, p.46.

﹇Lettre datée du 29 sep. 1783

﹈

（
50
） A

N
, O

1/1917

（2

）/2/051.

﹇Lettre d ’H
enriquez à d ’A

ngiviller, datée du 5 fév. 1784

﹈

（
51
） A

N
, O

1/1917

（2

）/2/52, O
1/1142/41.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à P

ierre, datée du 7 fév. 1784

﹈（R
epr. dans F

R
-1906, p.44, 
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no.470.

）

（
52
） A

N
, 392A

P

（2

）/4/26

―27.

﹇Lettre de Pierre à d ’A
ngiviller, datée du 28 oct. 1784

﹈
な
お
、
こ
の
手
紙
に
は
こ
れ
以
外
の
見
解
も
述
べ

ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
化
の
状
態
が
き
わ
め
て
悪
く
、
手
紙
全
体
を
読
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

（
53
） 

ア
ン
リ
ケ
ズ
は
一
七
八
二
年
三
月
二
日
に
版
画
家
ル
・
バ
の
推
薦
に
よ
っ
て
準
会
員
に
承
認
さ
れ
る
。
こ
の
と
き
、
入
会
作
品
と
し
て
ピ
エ
ー

ル
と
彫
刻
家
ピ
ガ
ー
ル
の
肖
像
版
画
を
制
作
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
制
作
に
は
手
を
つ
け
な
か
っ
た
た
め
、
依
然
と
し
て

準
会
員
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。（B

P, 1880

―82, t.2, p.403.

）

（
54
） «Lettre de Pierre à d ’A

ngiviller, datée du 29 déc.1784», repr. B
P, 1880

―82, t.2, pp.404

―405.

（
55
） A

N
, O

1/1918

（1
）/1/41.
﹇D

ocum
ent sans signature, sans date

﹈（R
epr. dans FR

-1906, p.97, no.537.

）
フ
ル
シ
＝
レ
ノ
ー
は
こ
の
文

書
を
一
七
八
五
年
二
月
六
日
付
と
し
て
い
る
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文
書
に
日
付
は
入
っ
て
い
な
い
。
次
に
引
用
す
る
手
紙
と
の
関
係
か
ら
考
え

て
、
一
月
二
十
一
日
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
56
） A

N
, O

1/1918

（1

）/1/028, O
1/1143/13

―15.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à Pierre, datée du 21 jan. 1785

﹈

（
57
） A

N
, O

1/1918

（1

）/1/42.

﹇D
ocum

ent sans signature, sans date

﹈

（
58
） 

こ
の
版
画
は
十
二
リ
ー
ヴ
ル
で
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
工
房
で
販
売
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。C

f. M
cA

LLIST
E

R
 JO

H
N

SO
N

, 1993, fig.6b.

（
59
） 

こ
の
版
画
を
め
ぐ
っ
て
は
、
原
版
を
買
い
取
っ
た
カ
ヴ
ァ
ル
カ
ボ
侯
爵
（M

arquis de C
avalcabo

）
と
の
間
に
、
原
版
の
質
に
関
す
る
問
題
が

生
じ
た
よ
う
だ
。（PVA

PS, t.9, pp.250

―251.

）

（
60
） A

N
, O

1/1918

（1

）/1/038, 392A
P

（2

）/4/029

―30.

﹇Lettre de Pierre à d ’A
ngiviller, datée du 2 fév. 1785

﹈（R
epr. FR

-1906, pp.95

―

96, no.535.

）

（
61
） A

N
, O

1/1918

（1

）/1/43, O
1/1143/25

―26.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à Pierre, datée du 6 fév. 1785

﹈（R
epr. FR

-1906, pp.97

―98, 

no.538.

）
こ
の
手
紙
の
中
で
ダ
ン
ジ
ヴ
ィ
レ
は
、
計
画
に
許
可
は
与
え
る
が
、
趣
意
書
に
は
自
分
が
こ
の
制
作
の
保
証
人
と
な
る
こ
と
は
明
記

し
な
い
よ
う
念
を
押
し
て
い
る
。

（
62
） PVA

PS, tom
e IX

, pp.229

―230.

（
63
） A

N
, O

1/1918

（1

）/1/58, 392A
P

（2

）/4/31

―32.

﹇Lettre de Pierre à d ’A
ngiviller, datée du 25 ou 26 fév. 1785

﹈（R
epr. FR

-1906, 

pp.100

―101, no.541.

）
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
二
つ
の
文
書
で
日
付
が
異
な
っ
て
い
る
。
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（
64
） A

N
, O

1/1918

（1

）/1/63, 392A
P

（2

）/4/033

―34.

﹇Lettre de Pierre à d ’A
ngiviller, datée du 27 fév. 1785

﹈

（
65
） A

N
, O

1/1918

（1

）/1/58, 392A
P

（2

）/4/31

―32.

﹇Lettre de Pierre à d ’A
ngiviller, datée du 25 ou 26 fév. 1785

﹈（R
epr. FR

-1906, 

pp.100

―101, no.541.

）

（
66
） A

N
, O

1/1925/B

（2

）/14

﹇g

﹈, O
1/1143/045

―47.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à Pierre, datée du 2 m

ars 1785

﹈

（
67
） A

N
, O

1/1918

（1

）/1/59.

﹇D
ocum

ent sans signature, sans date

﹈

（
68
） R

O
U

X

（M
.

）, B
ibliothèque nationale. D

épartem
ent des E

stam
pes. Inventaire du fonds français, graveurs du X

V
III e siècle, Paris : M

. 

Le G
arrec, 1930

―, t.11, 1970, p.317.

（
69
） 

ち
な
み
に
コ
シ
ャ
ン
は
、
ア
ン
リ
ケ
ズ
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
一
七
八
五
年
三
月
五
日
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
例
会
に
は
出
席
し
て
い
る
。

（
70
） R

O
U

X
 , 1946, t.5.

（
71
） A

N
, O

1/1919

（2

）/4/86.

﹇Lettre de C
ochin à d ’A

ngiviller, datée du 26 fév. 1787

﹈

（
72
） A

N
, O

1/1918

（1

）/2/148, 392A
P

（2
）/4/047

―48.

﹇Lettre de Pierre à d ’A
ngiviller, datée du 18 m

ai 1785

﹈（R
epr. FR

, 1906, pp.113

―115, no.560.

）

（
73
） PVA

PS, tom
e IX

, p.235.

（
74
） V

O
LTA

IR
E

, C
ollection com

plette des Œ
uvres de M

. de Voltaire, 45 vols., G
enève: C

ram
er, 1768

―1796.  

マ
サ
ー
ル
が
参
加
し
た
の
は

い
ず
れ
も
一
七
六
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
巻
、
第
三
巻
、
第
四
巻
の
挿
絵
で
あ
る
。

（
75
） O

V
ID

E
, Les M

étam
orphoses d ’O

vide, avec des explications historiques, 4 vols., Paris: H
ochereau, 1767

―71.

（
76
） 

版
画
家
マ
サ
ー
ル
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。B

P, t.3, pp.45
―56.

（
77
） 

グ
ル
ー
ズ
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
大
野
芳
材
「
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ
ィ
ス
ト
・
グ
ル
ー
ズ
の
『
セ
プ
テ
ィ
ム
ス
・
セ
ヴ
ェ
ル
ス
帝

と
カ
ラ
カ
ラ
』
に
つ
い
て
――
デ
ィ
ド
ロ
の
美
術
批
評
を
通
し
て
」『
青
山
學
院
女
子
短
期
大
學
紀
要
』、
第
四
九
号
、
一
九
九
五
年
、
一
一
一
―

一
三
三
頁
。
冨
田
和
男
「〈
グ
ル
ー
ズ
問
題
〉
と
歴
史
画
の
要
件
」『
早
稲
田
大
学
高
等
学
院
研
究
年
誌
』
第
五
二
号
、
二
〇
〇
八
年
、
三
五
―

五
六
頁
。

（
78
） A

N
, O

1/1143/104.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à V

ien, datée du 17 m
ai 1785

﹈

（
79
） 

筆
者
が
確
認
で
き
た
の
は
次
の
文
書
の
み
で
あ
る
。A

N
, O

1/1918

（1

）/1/59.

﹇D
ocum

ent sans signature, sans date

（vers le 5 m
ars 
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1785

）﹈

（
80
） A

N
, O

1/1918

（1

）/2/148, 392A
P

（2

）/4/47

―48.

﹇Lettre de Pierre à d ’A
ngiviller, datée du 18 m

ai 1785

﹈（R
epr. FR

-1906, pp.113

―

115, no.560.

）

（
81
） 

ル
・
ヴ
ァ
ス
ー
ル
の
業
績
に
つ
い
て
は
、B

P, t.3, pp.687

―696.

（
82
） A

N
, O

1/1918

（1

）/2/160, O
1/1143/111.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à Pierre, datée du 1 er juin 1785

﹈（R
epr. FR

-1906, p.115, 

no.562.

）

（
83
） LS

-1789, nº315; LS
-1781, nº279.

（
84
） 

ボ
レ
ル
に
つ
い
て
は
、
三
カ
月
毎
に
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
徒
に
与
え
ら
れ
る
奨
励
賞
で
、
一
七
七
七
年
に
二
位
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
が
ア
カ
デ

ミ
ー
の
議
事
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
入
会
記
録
は
見
当
た
ら
な
い
た
め
、
一
七
八
七
年
の
時
点
で
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。（PVA

PS, t.8, p.260.

）

（
85
） A

N
, O

1/1919

（2

）/4/33.

﹇Lettre de C
ochin à d ’A

ngiviller, datée du 5 fév. 1787

﹈

（
86
） A

N
, O

1/1150/

﹇a

﹈.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à C

ochin, datée du 13 fév. 1787

﹈﹈

（
87
） A

N
, O

1/1919

（2

）/4/86, op.cit.

（
88
） A

N
, O

1/1919

（2

）/4/85.

﹇N
ote, sans signature, sans date

（m
ars 1787 ?

）﹈

（
89
） A

N
, O

1/1145/91

―92.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à C

ochin, datée du 29 m
ars 1787

﹈

（
90
） A

N
, O

1/1919

（3

）/5/208.

﹇Lettre de D
ufresne l ’ainé à d ’A

ngiviller, datée du 30 août 1787

﹈

（
91
） A

N
, O

1/1919

（3

）/5/207, O
1/1145/258.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à D

ufresne l ’ainé, datée du 3 sep. 1787

﹈

（
92
） H

E
IN

E
C

K
E

N

（C
. H

. von

）, R
ecueil d ’estam

pes d ’après les plus célèbres tableaux de la galerie royale de D
resde

…, 2 vols., D
resde: 

C
hretien H

enri H
agenm

üller

﹇Paris : A
.L. D

ubus im
pr.

﹈, 1753
―57.

（
93
） PO

U
LO

T

（D
.

）, Patrim
oine et m

usées, Paris: H
achette, 2001, pp.21

―22.

（
94
） PIG

A
G

E

（N
. de

）, La G
alerie électorale de D

usseldorf ou C
atalogue raisonné et figuré de ses tableaux

…, B
asle: C

hrétien de 

M
echel, 1778.

（
95
） PIG

A
G

E

（N
. de

）, La G
alerie électorale, de D

usseldorff, ou C
atalogue raisonné de ses tableaux

…, B
ruxelles : J.B

. Jorez, 1781.
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310

（
96
） R

ecueil d ’estam
pes d ’après les desseins originaux qui se trouvent à la B

ibliothèque I. &
 R

. de V
ienne, s.l.

﹇1782

―83

﹈.
（
97
） A

N
, O

1/1914

（2

）/6/115.

﹇Lettre de d ’A
ngiviller à Pigage datée du 8 avr. 1778

﹈
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